
有価証券報告書 

 

401257 

 

事 業 年 度 自 平成17年４月１日 
（第 58 期） 至 平成18年３月31日 

2006/06/22 15:18:04株式会社電響社/有価証券報告書/2006-03-31



目   次 
    頁

表紙    

第一部 企業情報 ………………………………………………………………………………………………………… 1

第１ 企業の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 1

１． 主要な経営指標等の推移 …………………………………………………………………………………… 1

２． 沿革 …………………………………………………………………………………………………………… 3

３． 事業の内容 …………………………………………………………………………………………………… 4

４． 関係会社の状況 ……………………………………………………………………………………………… 5

５． 従業員の状況 ………………………………………………………………………………………………… 5

第２ 事業の状況 ……………………………………………………………………………………………………… 6

１． 業績等の概要 ………………………………………………………………………………………………… 6

２． 販売の状況 …………………………………………………………………………………………………… 7

３． 対処すべき課題 ……………………………………………………………………………………………… 7

４． 事業等のリスク ……………………………………………………………………………………………… 8

５． 経営上の重要な契約等 ……………………………………………………………………………………… 9

６． 研究開発活動 ………………………………………………………………………………………………… 9

７． 財政状態及び経営成績の分析 ……………………………………………………………………………… 10

第３ 設備の状況 ……………………………………………………………………………………………………… 12

１． 設備投資等の概要 …………………………………………………………………………………………… 12

２． 主要な設備の状況 …………………………………………………………………………………………… 12

３． 設備の新設、除却等の計画 ………………………………………………………………………………… 14

第４ 提出会社の状況 ………………………………………………………………………………………………… 15

１． 株式等の状況 ………………………………………………………………………………………………… 15

(1) 株式の総数等 ……………………………………………………………………………………………… 15

(2) 新株予約権等の状況 ……………………………………………………………………………………… 15

(3) 発行済株式総数、資本金等の推移 ……………………………………………………………………… 15

(4) 所有者別状況 ……………………………………………………………………………………………… 15

(5) 大株主の状況 ……………………………………………………………………………………………… 16

(6) 議決権の状況 ……………………………………………………………………………………………… 16

(7) ストックオプション制度の内容 ………………………………………………………………………… 17

２． 自己株式の取得等の状況 …………………………………………………………………………………… 17

３． 配当政策 ……………………………………………………………………………………………………… 17

４． 株価の推移 …………………………………………………………………………………………………… 18

５． 役員の状況 …………………………………………………………………………………………………… 19

６． コーポレート・ガバナンスの状況 ………………………………………………………………………… 21

第５ 経理の状況 ……………………………………………………………………………………………………… 24

１． 連結財務諸表等 ……………………………………………………………………………………………… 25

(1) 連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………… 25

(2) その他 ……………………………………………………………………………………………………… 47

２． 財務諸表等 …………………………………………………………………………………………………… 48

(1) 財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 48

(2) 主な資産及び負債の内容 ………………………………………………………………………………… 67

(3) その他 ……………………………………………………………………………………………………… 69

第６ 提出会社の株式事務の概要 …………………………………………………………………………………… 70

第７ 提出会社の参考情報 …………………………………………………………………………………………… 71

１． 提出会社の親会社等の情報………………………………………………………………………………… 71

２． その他の参考情報…………………………………………………………………………………………… 71

     

第二部 提出会社の保証会社等の情報 ………………………………………………………………………………… 72

［監査報告書］  

2006/06/22 15:18:04株式会社電響社/有価証券報告書/2006-03-31



【表紙】 

【提出書類】 有価証券報告書 

【根拠条文】 証券取引法第24条第１項 

【提出先】 近畿財務局長 

【提出日】 平成18年６月30日 

【事業年度】 第58期（自 平成17年４月１日 至 平成18年３月31日） 

【会社名】 株式会社電響社 

【英訳名】 DENKYOSHA CO.,LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  藤野 博 

【本店の所在の場所】 大阪市浪速区日本橋東２丁目１番３号 

【電話番号】 大阪０６（６６４４）６７１１（代表) 

【事務連絡者氏名】 取締役経理部長  辻 正秀 

【最寄りの連絡場所】 大阪市浪速区日本橋東２丁目１番３号 

【電話番号】 大阪０６（６６４４）６７１１（代表) 

【事務連絡者氏名】 取締役経理部長  辻 正秀 

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所 

（大阪市中央区北浜１丁目８番16号） 

2006/06/22 15:18:04株式会社電響社/有価証券報告書/2006-03-31



第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

(1）連結経営指標等 

 （注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２．第54期までは潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、新株引受権付社債及び転換社債等がな

いため記載しておりません。 

３．第55期から、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。 

４．第55期から、１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額の算定に当たっては、「１株当たり当期純利

益に関する会計基準」（企業会計基準第２号）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第４号）を適用しております。 

５．第58期の当期純利益の減少は、固定資産の減損に係る会計基準適用に伴う減損損失の計上等によるものであ

ります。 

回次 第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 

決算年月 平成14年３月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月 平成18年３月 

売上高（百万円） 23,722 25,252 22,885 21,520 22,481 

経常利益（百万円） 1,329 1,514 1,193 1,028 1,251 

当期純利益（百万円） 642 773 533 574 560 

純資産額（百万円） 19,953 20,349 21,155 21,219 21,910 

総資産額（百万円） 22,829 23,572 24,376 24,258 25,145 

１株当たり純資産額（円） 1,497.36 1,558.31 1,624.59 1,640.40 1,695.26 

１株当たり当期純利益金額

（円） 
48.19 55.82 39.04 42.44 41.44 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益金額

（円） 

－ － － － － 

自己資本比率（％） 87.4 86.3 86.8 87.5 87.1 

自己資本利益率（％） 3.2 3.8 2.6 2.7 2.6 

株価収益率（倍） 7.43 6.99 20.95 23.80 30.89 

営業活動による 

キャッシュ・フロー(百万円) 
919 1,201 517 661 633 

投資活動による 

キャッシュ・フロー(百万円) 
△385 △407 △1,033 △2,132 △1,451 

財務活動による 

キャッシュ・フロー(百万円) 
△167 △236 △209 △450 △399 

現金及び現金同等物の期末残

高（百万円） 
7,524 8,081 7,355 5,419 4,220 

従業員数      （人） 

（外、平均臨時雇用者数） 

183 

（－）

173 

（－）

165 

（－）

164 

(16) 

167 

(23) 
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(2）提出会社の経営指標等 

 （注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２．第54期までは潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、新株引受権付社債及び転換社債等がな

いため記載しておりません。 

３．第55期から、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。 

４．１株当たり当期純利益金額は期中平均発行済株式総数、１株当たり純資産額は期末発行済株式総数に基づき

算出し、銭未満を四捨五入して表示しております。なお、第54期は、期中平均発行済株式総数および期末発

行済株式総数は、いずれも自己株式数を除いて算出しております。 

５．第55期から、１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額の算定に当たっては、「１株当たり当期純利

益に関する会計基準」（企業会計基準第２号）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第４号）を適用しております。 

６．第55期の１株当たり配当額には、特別配当５円（期末５円）を含んでおります。 

７．第56期の１株当たり配当額には、記念配当５円（期末５円）を含んでおります。 

８．第58期の１株当たり配当額には、記念配当20円（中間10円、期末10円）を含んでおります。 

９．第58期の当期純利益の減少は、固定資産の減損に係る会計基準適用に伴う減損損失の計上等によるものであ

ります。 

回次 第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 

決算年月 平成14年３月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月 平成18年３月 

売上高（百万円） 23,289 24,838 22,428 21,042 21,960 

経常利益（百万円） 1,296 1,543 1,177 999 1,244 

当期純利益（百万円） 625 796 524 572 561 

資本金（百万円） 2,644 2,644 2,644 2,644 2,644 

発行済株式総数（千株） 13,330 13,330 13,330 13,330 13,330 

純資産額（百万円） 19,702 20,121 20,919 20,981 21,674 

総資産額（百万円） 22,453 23,280 24,024 23,912 24,736 

１株当たり純資産額（円） 1,478.50 1,540.82 1,606.40 1,621.95 1,676.96 

１株当たり配当額 

（うち１株当たり中間配当

額）（円） 

10.00 

(5.00) 

15.00 

(5.00) 

25.00 

(5.00) 

20.00 

(10.00) 

40.00 

(20.00) 

１株当たり当期純利益金額

（円） 
46.96 57.57 38.41 42.32 41.55 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益金額

（円） 

－ － － － － 

自己資本比率（％） 87.7 86.4 87.1 87.7 87.6 

自己資本利益率（％） 3.2 4.0 2.6 2.7 2.6 

株価収益率（倍） 7.62 6.77 21.30 23.87 30.81 

配当性向（％） 21.3 26.1 65.1 47.3 96.3 

従業員数      （人） 

（外、平均臨時雇用者数） 

174 

（－）

163 

（－）

156 

（－）

155 

(16) 

158 

    (23) 
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２【沿革】 

 当社（登記上の設立年月日 昭和24年12月15日）は、株式会社電響社（実質上の存続会社）の株式額面を変更する

ため、昭和51年７月20日を合併期日として、同社を吸収合併しました。合併前の当社は休業状態であるため、以下特

に記載のない限り、実質上の存続会社に関して記載しております。 

年月 沿革 

昭和23年５月 岩谷邦三氏が大阪市南区（現、中央区）において電気・音響関連商品の卸売を目的に個人経営で

電響社を創業（岩谷邦三氏は平成８年６月17日逝去）。 

昭和30年７月 東京営業所を開設（昭和49年12月１日、組織改正により東京支店に変更したが、平成18年３月31

日、閉鎖、関東支店に併合）。 

昭和30年12月 法人組織に改組し、株式会社電響社を設立。 

昭和33年９月 札幌営業所を開設。 

昭和36年９月 広島営業所を開設。 

昭和37年８月 福岡営業所（現、支店）を開設。 

昭和39年11月 名古屋営業所（現、支店）を開設。 

昭和42年５月 神戸営業所を開設（平成11年９月30日、閉鎖、大阪支店に併合）。 

昭和43年10月 横浜営業所及び岡山営業所を開設（岡山営業所は、平成14年６月30日、閉鎖、広島営業所に併

合。横浜営業所は、平成18年３月31日、閉鎖、関東支店に併合）。 

昭和44年２月 福山市に販売子会社の㈱福山電響社を設立（平成６年４月１日、当社が吸収合併し、福山営業所

としたが、平成10年１月31日、閉鎖、岡山営業所に併合）。 

昭和44年11月 大阪北営業所を開設（平成８年７月31日、閉鎖、大阪支店に併合）。 

昭和46年９月 高松営業所を開設（平成18年３月31日、閉鎖、松山営業所に併合）。 

昭和46年10月 多摩営業所を開設（平成18年３月31日、閉鎖、関東支店に併合）。 

昭和46年11月 大阪市に子会社㈱システム機器センター（現、連結子会社）を設立、電気関連システム化事業に

進出。 

昭和47年６月 本社事務所を大阪市浪速区に移転（現、本店）。 

昭和48年５月 大阪市に子会社㈱響和（現、連結子会社）を設立、不動産管理業務を移管。 

昭和48年９月 鹿児島営業所を開設（平成15年６月27日、組織改正により鹿児島駐在所に変更したが、平成18年

３月31日、閉鎖、福岡支店に併合）。 

昭和49年５月 熊本営業所を開設（平成16年３月31日、閉鎖、福岡支店に併合）。 

昭和50年８月 仙台営業所を開設。 

昭和51年７月 株式額面変更のため合併。 

昭和51年８月 松山営業所を開設。 

昭和52年３月 千葉営業所を開設（平成18年３月31日、閉鎖、関東支店に併合）。 

昭和53年９月 金沢営業所を開設（平成15年６月27日、組織改正により金沢駐在所に変更したが、平成18年３月

31日、閉鎖、大阪支店に併合）。 

昭和55年３月 ホームセンター「サンポー」くずは店を開設、ＤＩＹ事業に進出（平成８年８月18日、閉鎖）。 

昭和56年３月 大宮営業所を開設（平成18年３月31日、閉鎖、関東支店に併合）。 

昭和56年９月 ホームセンター「サンポー」香里店を開設（平成９年６月15日、閉鎖）。 

昭和57年９月 静岡営業所を開設。 

昭和59年３月 大阪証券取引所の市場第二部（特別指定銘柄）に上場。 

昭和59年11月 京都営業所を開設（平成14年３月31日、閉鎖、大阪支店に併合）。 

昭和61年９月 北九州営業所を開設（平成12年９月30日、閉鎖、福岡支店に併合）。 

昭和62年７月 小山営業所を開設（平成13年８月31日、閉鎖）。 

昭和63年４月 新潟営業所を開設。 

平成２年９月 大阪証券取引所の市場第二部銘柄に指定（特別指定銘柄の指定解除）。 

平成２年12月 郡山出張所を開設（平成８年３月31日、閉鎖）。 

平成13年９月 北関東営業所を開設。 

平成18年４月 大和無線電器株式会社（平成18年４月１日より、連結子会社）の全株式を取得し完全子会社化。 

平成18年４月 関東支店及び関東物流センターを開設。 
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３【事業の内容】 

 当社グループは、当社及び連結子会社２社（株式会社システム機器センター、株式会社響和）とで構成されてお

り、電気商品の卸販売を主な内容とし、更に弱電設備の設計・施工及び不動産管理並びに賃貸、駐車場管理等の事業

活動を展開しております。 

なお、当社は事業の種類別セグメント情報を記載していないため、次の事業部門に区分しております。 

各事業部門における当社グループ各社の位置付けは、次のとおりであります。 

電気商品卸販売部門………当社がメーカー（仕入先）より商品を仕入し、家電専門店、一般量販店等の小売業者

等に販売しております。 

電気関連システム化部門…弱電設備の設計・施工等を、連結子会社㈱システム機器センターが行っております。

不動産管理部門……………当社の営業設備及び賃貸設備の土地、建物等の固定資産の管理、損害保険代理業等を

連結子会社㈱響和が行っております。 

 当社グループの系統図は次のとおりであります。 

 

 

（連結子会社） 
㈱システム機器センター 

当      社 （連結子会社） 
㈱ 響    和 

商

品

商

品

商

品

商 品 

不動産管理 
損害保険代理業 

弱電設備の 
設計・施工 

得  意  先 得   意   先 

仕   入   先 仕  入  先 
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４【関係会社の状況】 

連結子会社 

 （注）１．上記のうちに、特定子会社に該当する会社はありません。 

２．有価証券届出書又は有価証券報告書を提出している会社はありません。 

５【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

事業の種類別セグメントを記載していないため、事業部門別の従業員数を示すと次のとおりであります。 

 （注）１．従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数（パート、派遣社員）は、年間の平均人員を（ ）外数で記載

しております。  

２．全社（共通）として、記載されている従業員数は、特定の部門に区分できない管理部門に所属しているもの

であります。 

(2）提出会社の状況 

 （注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除いております。）であり、臨時雇用者数（パート、派遣

社員）は、年間の平均人員を（ ）外数で記載しております。 

２．平均年間給与は、基準外賃金及び賞与を含んでおります。 

(3）労働組合の状況 

 労働組合は結成されておりません。 

名称 住所 
資本金 

（百万円） 
主要な事業の内
容 

子会社の
議決権に
対する所
有割合 
（％） 

関係内容 

役員の 
兼任等 

資金援助 
（百万円） 

営業上 
の取引 

設備の 
賃貸借 

業務 
提携等 

㈱システム機器

センター 

大阪市 

浪速区 
20 

電気関連システ

ム化事業（弱電

設備設計・施工

事業） 

100 兼任あり 41 商品の販売 建物の賃貸 なし 

㈱響和 
大阪市 

浪速区 
12 不動産管理事業 100 兼任あり なし なし 

土地、建物

の賃貸 
なし 

  平成18年３月31日現在

事業部門の名称 従業員数（人） 

電気商品卸販売部門 150（22） 

電気関連システム化部門（弱電設備設計・施工事業） 8（－） 

不動産管理部門 1（－） 

全社（共通） 8（１） 

合計 167（23） 

  平成18年３月31日現在

従業員数（人） 平均年令（才） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円） 

158（23） 42.1 19.6 5,734,338 
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第２【事業の状況】 

１【業績等の概要】 

(1）業績 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益の改善や堅調な民間設備投資に加え、雇用情勢の改善や個人消費

も増勢を強めるなど、緩やかな景気の回復を続けてまいりましたが、一方で原油価格の高騰による原材料や消費者物

価への影響が懸念されるなど、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。 

  当家電流通業界におきましては、厳冬という季節的要因もあり暖房関連商品に活発な動きがあったものの、薄型テ

レビをはじめとするデジタル関連商品は価格競争がますます激化し、生き残りをかけた厳しい状況が続いておりま

す。また、家電小売業界においての再編と寡占化は依然として進んでおり、当社が属する家電卸売業界もその影響を

大きく受けることとなりました。 

 このような情勢の中、当社におきましては、取引先、消費者のニーズに対応したオリジナル商品の開発や、家電流

通業界の変革への迅速な対応のために、関東物流センターの開設等、コアビジネスである家電卸売事業に積極的な投

資を行ってまいりました。 

  この結果、当社グループの当連結会計年度の売上高は224億８千１百万円で前連結会計年度比4.5％の増収となり、

経常利益は12億５千１百万円で前連結会計年度比21.7%の増益、当期純利益は「固定資産の減損に係る会計基準」を

適用したことによる減損損失２億１千８百万円と、西日本電機販売厚生年金基金を脱退したことによる特別掛金４千

６百万円を計上したことにより、５億６千万円で前連結会計年度比2.4%の減益となりました。 

 事業部門別の業績を示すと、次のとおりであります。 

  電気商品卸販売部門（当社）におきましては、売上高は218億７千３百万円（前期比4.6％増）となり、営業利益は

４億８百万円（前年同期比61.5％増）となりました。電気関連システム化部門（連結子会社）におきましては、受注

競争は厳しかったものの売上高は５億９千７百万円（前期比0.1％増）となり、不動産管理部門（連結子会社）にお

きましては、手数料等の減少により営業収入は１千万円（前年同期比0.5％減）となりました。 

(2）キャッシュ・フロー 

 当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

11億９千８百万円減少し、当連結会計年度末には42億２千万円となりました。 

 また、当連結会計年度におけるフリー・キャッシュ・フローはマイナス３億２千３百万円（前期は６億３千６百万

円）となりました。 

 営業活動により得られた資金は６億３千３百万円（前期比２千８百万円減）となりました。これは主に、税金等調

整前当期純利益が９億８千６百万円（前期比３千９百万円減）となり、棚卸資産の減少１億６千１百万円等により資

金が増加し、一方で売上債権の増加１億７千９百万円、仕入債務の減少１億４千６百万円、退職給付引当金の減少１

億円等により資金が減少したことによるものであります。 

 投資活動の結果使用した資金は14億５千１百万円（前期比６億８千万円減）となりました。これは主に、投資有価

証券償還による収入３億２千万円等があった一方で、有形固定資産の取得による支出８億円、投資有価証券取得によ

る支出が７億３千７百万円あったこと等によるものであります。 

  財務活動の結果使用した資金は３億９千９百万円（前期比５千万円減）となりました。これは、配当金の支払３億

８千７百万円と、自己株式の取得による支出１千２百万円によるものであります。 

 （注） フリー・キャッシュ・フローは以下の計算式を使っております。 

フリー・キャッシュ・フロー＝当期純利益＋減価償却費－設備投資額－運転資本増加額 

なお、運転資本は、売掛金＋受取手形＋棚卸資産－買掛金－支払手形で算出しております。 
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２【販売の状況】 

販売実績 

 当連結会計年度における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）１. 部門間の取引については、相殺消去しております。 

２. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３【対処すべき課題】 

 当社を取り巻く経営環境は、ますます厳しさが増し、また変化のスピードも一層加速されていくものと予想されま

す。 

  ＩＴ革命の進展は、情報のみならず物流の迅速化も促進させ、情報と物流のスピードがこれまで以上に企業の命運

を左右するようになってまいりました。 

  こうした中で、当社は、販売・物流・情報の３つの分野を有機的に統合し、より高度なネットワークを構築し、

「消費者第一主義」を実現してまいります。 

  当社は家電流通業界において下記のような強みと特徴を有する家電卸売業者として認知されております。 

  ・ 長年培ってきた顧客基盤と信用 

  ・ メーカー系列に属さない独立系卸のため、取扱商品の制約がないこと 

  ・ 家電卸売業界では数少ない上場会社であること 

  ・ 安定した財務基盤 

  ・ 豊富な資金力 

  環境変化の激しい今こそ、このような当社の強みと特徴を活かした家電卸売事業への集中投資により、業界内での

当社の優位性を高め、当社企業価値を一層高めたいと考えております。 

  併せて、資本効率の改善策として、自己資金によるコアビジネスへの投資、賃貸用不動産の有効活用、ならびに継

続的な株主還元強化を図りたいと考えております。 

事業部門 販売高（百万円） 前年同期比（％） 

電気商品卸販売部門 21,873 104.6 

電気関連システム化部門 597 100.1 

不動産管理部門 10 99.5 

計 22,481 104.5 
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４【事業等のリスク】 

 有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能

性のあるリスクには、以下のようなものがあります。 

 なお、文中における将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において当社グループが判断したものであり

ます。 

 また、事業等のリスクは、これらに限定されるものではありません。 

  (1）経済動向による影響について 

     当社は家電小物商品等、個人消費財を販売しており、国内の個人消費に大きく依存しております。従って、今

    後の経済及び個人消費の動向によって、当社の業績が影響を受ける可能性があります。 

  (2）業界動向及び競合等による影響について  

  当家電流通業界におきましては、企業間競争が激しく、競合他社との価格競争が激化し、また当社の重要販売

 先である大手家電量販店におきましても、依然として再編と寡占化が進んでおります。こうした動向によって 

 は、当社の業績が影響を受ける可能性があります。 

  (3）仕入先・メーカーとの連携について 

     当社の主要販売先の多くは、オンラインによる受発注はもとより、コンピュータによる高度な商品管理を行っ

    ております。これらに対応するためには、当社と仕入先・メーカーとの連携が必要不可欠であります。 

     こうした中、仕入先・メーカーのたとえ一社に生産トラブル等が発生しても、それが当社の販売に影響し、業

    績に影響を及ぼす恐れがあります。 

  (4）自然災害等について 

     大地震や台風等の自然災害によって、当社グループの営業設備、物流施設及び情報管理関連施設等の拠点  

    に、甚大な被害を被る可能性があり、その規模によっては当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性がありま

    す。 

  (5）投資有価証券の減損処理について 

   当社では、投資有価証券の減損処理に当たっては、「時価が著しく下落した」と判断するための合理的な社内

 基準に基づいて行っております。 

  今後の株式市況の動向、また保有する個別銘柄の業績の動向によっては、減損処理を余儀なくされる銘柄が 

 出てくる可能性があります。 

 (6）年金債務について 

   当社グループは、確定給付型の制度として、退職一時金制度、適格退職年金制度を併用しております。 

   退職給付費用及び債務は簡便法により算出しておりますが、計算要素となる年金資産の運用によっては当社 

 グループの業績が影響を受ける可能性があります。 

  (7）海外生産について 

   当社のオリジナル商品や多くの取引メーカーにおいて、中国、ベトナム等、海外生産の比重が高くなってお 

 ります。 

   こうした中、その国情の変化及び社会的事件の発生等により、生産に支障が発生し、当社の業績に影響を及 

 ぼす可能性があります。 

  (8）システムトラブルについて 

   当社のコンピュータシステムは、本社に設置せれたホストコンピュータと、各事業所の端末機をフレームリ 

 レー網で接続する本社集中型となっております。 

   万が一、ネットワークに障害が発生した場合、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 
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(9）人材の採用について  

 当社グループにおいて必要とする人材の育成、採用ができない場合、当社グループの成長や利益に悪影響を及ぼ

す可能性があります。 

(10）個人情報の取り扱いについて  

 当社グループにおける取引先等の個人情報や機密情報の保護については、社内規定の制定、従業員への教育等対

策をしておりますが、情報漏洩が全く起きない保証はありません。万が一、情報漏洩が起きた場合、当社グループ

の信用は低下し、お客様に対する賠償責任が発生する恐れがあります。 

５【経営上の重要な契約等】 

 該当事項はありません。 

６【研究開発活動】 

 該当事項はありません。 
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７【財政状態及び経営成績の分析】 

(1）重要な会計方針及び見積り 

 当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されて

おります。この連結財務諸表の作成に際し、当社経営者は、決算日における資産・負債の報告数値及び偶発資産・

負債の開示並びに報告期間における収入・費用の報告数値に影響を与える見積り及び仮定設定を行わなければなり

ません。当社経営者は、売掛金、貸倒債権、棚卸資産、投資、買掛金、退職給付費用、偶発事象や訴訟等に関する

見積り及び判断に対して、継続的に評価を行っております。 

 当社経営者は、過去の実績や状況に応じ合理的であると考えられる様々な要因に基づき、見積りと判断を行い、

その結果は、他の方法では判定しにくい資産・負債の簿価及び収入・費用の報告数値についての判断の基礎となり

ます。 

 実際の結果は、見積り特有の不確実性があるため、これらの見積りと異なる場合があります。 

(2）財政状態の分析 

（流動資産） 

 当連結会計年度末における流動資産の残高は106億２千万円となり、前連結会計年度末比２億３千３百万円減少

いたしました。 

 その主な要因は、家電流通業界の変革への迅速な対応のために、関東物流センターの建設等、コアビジネスであ

る家電卸売事業に８億２百万円の設備投資を行ない、また資金の有効活用と運用及びリスク分散のために、投資有

価証券への投資を行ったこと等によるものであります。 

（固定資産） 

 当連結会計年度末における固定資産の残高は145億２千４百万円となり、前連結会計年度末比11億２千万円増加

いたしました。 

 その主な要因は、関東物流センターの建設に係る土地４億７千９百万円、建物２億７千２百万円の投資と、投資

有価証券の評価差額の増加９億３千５百万円等により増加する一方、「固定資産の減損に係る会計基準」を適用し

たことによる賃貸固定資産の土地２億１千８百万円の減少等によるものであります。 

（流動負債） 

 当連結会計年度末における流動負債の残高は19億５千万円となり、前連結会計年度末比１億７千６百万円減少い

たしました。 

 これは主に、買掛金が前連結会計年度末比１億４千６百万円減少したことによるものであります。 

（固定負債） 

 当連結会計年度末における固定負債の残高は12億８千４百万円となり、前連結会計年度末比３億７千２百万円増

加いたしました。 

 これは主に、繰延税金負債が５億１千万円増加した一方で、退職給付引当金が１億円減少したこと等によるもの

であります。 
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（資本） 

 当連結会計年度末における資本の残高は219億１千万円となり、前連結会計年度末比６億９千１百万円増加いた

しました。 

 その主な要因は、当連結会計年度末における利益剰余金が157億７千５百万円となり、前連結会計年度末比１億

４千７百万円増加し、その他有価証券評価差額金が５億５千６百万円増加したこと等によるものであります。 

（参考指標） 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数により算出しております。 

※ いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

(3）経営成績の分析 

 当社グループの当連結会計年度の売上高224億８千１百万円で、前連結会計年度比4.5％の増収となりました。 

 この主な要因は、当社の販売商品の中で、暖房関連商品が前年をかなり上回ったことと、一方で当社の主要販売

先である大手家電量販店、ホームセンターにおいては、経営統合、提携、グループ化などの合従連衡、再編が進ん

でおり、それによる価格競争の激化等が、当社にも影響を与えたこと等によるものであります。 

 その結果、当連結会計年度の営業利益は４億１千９百万円となり、前連結会計年度比１億３千７百万円増加いた

しました。 

 次に、当連結会計年度の営業外収益は10億２千６百万円で、前連結会計年度比５千８百万円増加しております

が、これは、受取利息・配当金が２億５百万円となり、前連結会計年度比５千万円増加し、仕入割引が４億５千８

百万円となり、前連結会計年度比１千７百万円増加したこと等によるものであります。 

 当連結会計年度の営業外費用は１億９千４百万円で、前連結会計年度比２千７百万円減少しておりますが、これ

は為替差損が３千８百万円となり前連結会計年度比３千４百万円減少したこと等によるものであります。 

 この結果、当連結会計年度の経常利益は12億５千１百万円となり、前連結会計年度比２億２千３百万円増加いた

しました。 

 なお、当連結会計年度の当期純利益は５億６千万円となり、前連結会計年度比１千３百万円減少いたしました

が、これは主に、「固定資産の減損に係る会計基準」を適用したことによる減損損失２億１千８百万円と、西日本

電機販売厚生年金基金を脱退したことによる特別掛金４千６百万円を計上したことによるものであります。 

  平成14年３月期 平成15年３月期 平成16年３月期 平成17年３月期 平成18年３月期

自己資本比率（％） 87.4 86.3 86.8 87.5 87.1 

時価ベースの自己資本比率 (％） 20.9 21.6 43.6 53.8 69.0 

2006/06/22 15:18:04株式会社電響社/有価証券報告書/2006-03-31



第３【設備の状況】 

１【設備投資等の概要】 

 当社グループでは、電気商品卸販売部門における物流基盤の強化のために、当連結会計年度において８億２百万円

の設備投資を実施いたしました。 

 その主なものは、電気商品卸販売部門において、平成18年４月１日稼動開始する関東物流センターの建設に係る土

地４億７千９百万円、建物２億７千２百万円等であります。 

 なお、当連結会計年度において重要な設備の除却、売却等はありません。 

２【主要な設備の状況】 

 当社グループ（当社及び連結子会社）における主要な設備は、以下のとおりであります。 

(1）提出会社 

  （平成18年３月31日現在）

区分 用途 所在地 設備の内容 

土地 建物 
その他 

(百万円) 

投下資本 
合計 

(百万円) 

従業
員数 
(人) 面積（㎡） 

金額 
(百万円) 

金額 
(百万円) 

営業設備 

本社・大阪支店 大阪市浪速区 事務所・倉庫 1,402.75 491 61 23 576 36 

札幌営業所 札幌市中央区 〃 1,102.93 70 9 0 79 4 

仙台営業所 仙台市若林区 〃 1,067.23 91 13 0 105 7 

新潟営業所 新潟県新潟市 〃 1,085.00 166 33 0 200 4 

北関東営業所 栃木県宇都宮市 〃 － － 0 0 0 5 

関東物流センター 千葉県柏市 〃 5,680.00 479 272 － 752 － 

大宮営業所 さいたま市北区 〃 － － － 0 0 5 

千葉営業所 千葉市中央区 〃 731.57 148 10 1 161 9 

東京支店 東京都千代田区 〃 390.27 247 13 0 261 22 

多摩営業所 東京都立川市 〃 764.77 120 10 0 131 4 

横浜営業所 横浜市中区 〃 330.08 36 44 0 80 8 

静岡営業所 静岡市駿河区 〃 1,080.04 273 10 0 284 7 

名古屋支店 名古屋市西区 〃 1,313.35 256 38 0 296 14 

金沢営業所 石川県金沢市 〃 527.00 113 7 － 121 1 

広島営業所 広島市西区 〃 700.17 150 16 0 167 6 

高松営業所 香川県高松市 〃 1,040.64 77 21 0 99 6 

松山営業所 愛媛県松山市 〃 1,465.81 84 19 0 104 5 

福岡支店 福岡市博多区 〃 2,824.00 137 22 0 161 15 

計 － － 21,505.61 2,944 606 32 3,583 158 

非営業設備 

福利厚生施設 東京都板橋区 マンション 8.07 9 11 － 21 － 

福利厚生施設 大阪府堺市 マンション 54.22 1 2 － 4 － 

計 － － 62.29 10 14 － 25 － 

有形固定資産計 － － 21,567.90 2,955 621 32 3,608 158 
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 （注）１．投下資本額は平成18年３月末帳簿価額によっております。 

２．投下資本の「その他」は、車輌運搬具、器具及び備品であります。 

３. 営業設備の関東物流センターは、平成18年４月１日稼動開始であります。 

(2）国内子会社 

 国内子会社における主要な設備は、当社よりの賃借によっております。 

区分 用途 所在地 設備の内容 

土地 建物 
その他 

(百万円) 

投下資本 
合計 

(百万円) 

従業
員数 
(人) 面積（㎡） 

金額 
(百万円) 

金額 
(百万円) 

賃貸設備 

響和モータープー

ル 
札幌市中央区 駐車場 550.91 28 0 － 28 － 

萩野町ビル 仙台市宮城野区 事務所 349.55 39 7 － 46 － 

小山貸事務所 栃木県小山市 事務所・倉庫 886.24 159 23 0 182 － 

響和ハイツ 埼玉県上尾市 マンション 330.00 2 64 － 67 － 

末広ハイツ 千葉市中央区 マンション 22.59 2 2 － 4 － 

シャルム西千葉 千葉市稲毛区 マンション 84.44 19 11 0 30 － 

板橋倉庫 東京都板橋区 事務所・倉庫 1,356.79 549 80 0 630 － 

ワンルームマンシ

ョン 
東京都大田区 マンション 11.39 15 14 － 30 － 

ワンルームマンシ

ョン 
東京都三鷹市 マンション 3.96 8 12 － 20 － 

名古屋駅前ビル 名古屋市中村区 事務所 173.55 13 7 0 21 － 

名古屋児玉ビル 名古屋市西区 店舗 664.00 51 38 － 89 － 

響和モータープー

ル 
石川県金沢市 駐車場 541.74 24 0 － 25 － 

京都貸事務所 京都市南区 事務所・倉庫 661.17 195 11 － 207 － 

奈良貸事務所 奈良県奈良市 事務所 419.19 73 26 － 100 － 

日本橋２丁目ビル 大阪市中央区 店舗 682.57 32 87 － 120 － 

響和モータープー

ル 
大阪市浪速区 駐車場 81.22 21 － － 21 － 

響和モータープー

ル 
大阪市浪速区 駐車場 111.70 39 0 － 39 － 

デンキョー日本橋

ビル 
大阪市浪速区 事務所 224.26 21 161 － 183 － 

千里店舗 大阪府吹田市 店舗 231.39 4 22 － 26 － 

千里丘店舗 大阪府摂津市 店舗 663.00 36 19 － 56 － 

浅香山住宅 大阪府堺市 住宅 79.90 2 0 0 3 － 

神戸貸事務所 神戸市兵庫区 事務所・倉庫 359.60 31 8 0 39 － 

岡山貸事務所 岡山県岡山市 事務所・倉庫 330.60 20 0 － 21 － 

福山貸倉庫 広島県福山市 倉庫 993.00 28 5 0 33 － 

河原町ビル 広島市中区 事務所 150.84 10 6 － 16 － 

松山貸店舗 愛媛県松山市 店舗 539.00 30 13 － 44 － 

北九州貸事務所 北九州市小倉南区 事務所・倉庫 774.34 79 16 0 95 － 

奈良屋町ビル 福岡市博多区 事務所 119.01 4 1 － 5 － 

駅前駐車場 福岡市博多区 駐車場 641.01 53 0 － 53 － 

熊本貸事務所 熊本県熊本市 事務所・倉庫 527.91 69 11 0 81 － 

賃貸固定資産計 － － 12,564.87 1,672 655 0 2,328 － 

合計 － － 34,132.77 4,627 1,276 32 5,937 158 
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３【設備の新設、除却等の計画】 

 当連結会計年度において重要な設備の新設、除却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

(1）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

(2）【新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

(3）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

 （注） 利益による株式消却であります。 

(4）【所有者別状況】 

 （注） 自己株式420,022株は「個人その他」に420単元及び「単元未満株式の状況」に22株含めて記載しております。

種類 会社が発行する株式の総数（株） 

普通株式 23,667,000 

計 23,667,000 

種類 
事業年度末現在発行数 

（株） 
（平成18年３月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成18年６月30日） 

上場証券取引所名又は
登録証券業協会名 

内容 

普通株式 13,330,042 13,330,042 
㈱大阪証券取引所 

（市場第二部） 
－ 

計 13,330,042 13,330,042 － － 

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成13年３月１日 △333,000 13,330,042 － 2,644,650 － 2,560,800 

  平成18年３月31日現在

区分 

株式の状況（１単元の株式数1,000株） 
単元未満株
式の状況 

（株） 
政府及び地
方公共団体 

金融機関 証券会社 
その他の法
人 

外国法人等 
個人その他 計 

個人以外 個人 

株主数（人） － 12 8 86 12 － 1,246 1,364 － 

所有株式数

（単元） 
－ 2,607 25 3,916 1,237 － 5,429 13,214 116,042 

所有株式数の

割合（％） 
－ 19.73 0.19 29.64 9.36 － 41.08 100.00 － 
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(5）【大株主の状況】 

 （注） 上記の他、自己株式が420千株あります。 

(6）【議決権の状況】 

①【発行済株式】 

  平成18年３月31日現在

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

株式会社イワタニ 大阪府池田市石橋２丁目８番１号 1,714 12.85 

電響社取引先持株会 大阪市浪速区日本橋東２丁目１番３号 669 5.02 

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 637 4.77 

ソシエテジェネラルバンクアンド

トラスト 

(常任代理人 香港上海銀行東京

支店） 

東京都中央区日本橋３丁目11番１号 564 4.23 

岩谷 伝枝 大阪府池田市 542 4.07 

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口） 
東京都中央区晴海１丁目８－11 537 4.02 

株式会社北陸銀行 富山県富山市堤町通１丁目２番26号 411 3.08 

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 325 2.43 

日本生命保険相互会社 
東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 

日本生命証券管理部 
300 2.25 

シージーエムエルアイピービーカ

スタマーコラテラルアカウント 

(常任代理人 シティバンク・エ

ヌ・エイ東京支店） 

東京都品川区東品川２丁目３番14号 297 2.22 

計 － 5,999 45.00 

  平成18年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    420,000 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,794,000  12,794 － 

単元未満株式 普通株式  116,042 － － 

発行済株式総数 13,330,042 － － 

総株主の議決権 － 12,794 － 
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②【自己株式等】 

(7）【ストックオプション制度の内容】 

 該当事項はありません。 

２【自己株式の取得等の状況】 

(1）【定時総会決議又は取締役会決議による自己株式の買受け等の状況】 

①【前決議期間における自己株式の取得等の状況】 

 該当事項はありません 

②【当定時株主総会における自己株式取得に係る決議状況】 

 該当事項はありません 

 （注） 平成18年６月29日開催の定時株主総会において定款の一部を変更し、「当会社は、会社法第165条第２項の規

定により、取締役会の決議によって市場取引等により自己の株式を取得することができる。」旨定款に定めて

おります。 

(2）【資本減少、定款の定めによる利益による消却又は償還株式の消却に係る自己株式の買受け等の状況】 

①【前決議期間における自己株式の買受け等の状況】 

 該当事項はありません。 

②【当定時株主総会における自己株式取得に係る決議状況等】 

 該当事項はありません。 

３【配当政策】 

 当社は、株主への配当政策を経営上の最重要課題のひとつとして位置づけており、利益配分につきましては、財務

体質と経営基盤の強化を図るとともに、株主の皆様への安定的な配当の維持および適正な利益還元を基本としており

ます。 

  当期の配当につきましては、上記方針に基づき当期は１株当たり20円の普通配当（うち中間普通配当10円）と併せ

て、法人設立50周年の記念配当20円（うち中間記念配当10円）を実施することを決定いたしました。 

  この結果、当期の１株当たり年間配当は40円（普通配当20円、記念配当20円）となり、当期の配当性向は、96.3％

となります。 

  また、内部留保につきましては、将来における株主の皆様の利益拡大のため、業績動向、投資計画、財務基盤の安

定性といった諸事情を勘案して、引き続き株主還元の強化を検討してまいる所存であります。 

 （注） 第58期の中間配当の取締役会決議は、平成17年11月11日に行いました。 

  平成18年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

株式会社電響社 

大阪市浪速区日本

橋東２丁目１番３

号 

420,000 － 420,000 3.15 

計 － 420,000 － 420,000 3.15 
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４【株価の推移】 

(1）【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は株式会社大阪証券取引所（市場第二部）におけるものであります。 

(2）【最近６月間の月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は株式会社大阪証券取引所（市場第二部）におけるものであります。 

回次 第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 

決算年月 平成14年３月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月 平成18年３月 

最高（円） 439 410 870 1,095 1,477 

最低（円） 341 345 380 570 880 

月別 平成17年10月 11月 12月 平成18年１月 ２月 ３月 

最高（円） 1,180 1,260 1,301 1,477 1,415 1,369 

最低（円） 1,125 1,170 1,215 1,285 1,260 1,260 
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５【役員の状況】 
  （平成18年６月30日現在）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 
所有株式数 
（千株） 

代表取締役 

取締役会長 
  石本 勝彬 昭和14年２月18日生 

昭和32年３月 当社へ入社 

昭和62年８月 商品部長 

平成元年６月 当社取締役に就任 

平成９年６月 当社常務取締役に就任 

平成10年11月 営業副本部長兼任 

平成13年６月 当社代表取締役社長に就任 

平成13年６月 営業本部長兼任 

平成16年６月 当社代表取締役会長に就任（現

任） 

（主要な兼職） 

平成13年５月 株式会社システム機器センター

代表取締役社長に就任（現任） 

82 

代表取締役 

取締役社長 

営業本部長 

兼商品本部長 
藤野 博 昭和23年12月19日生 

昭和42年３月 当社へ入社 

平成３年４月 名古屋支店長 

平成９年６月 当社取締役に就任 

平成15年６月 当社常務取締役に就任 

平成15年６月 東日本営業部長兼東京支店長 

平成16年６月 当社代表取締役社長に就任（現

任） 

平成16年６月 営業本部長兼商品本部長に就任

（現任） 

（主要な兼職） 

平成16年５月 株式会社響和代表取締役社長に

就任（現任） 

平成18年４月 大和無線電器株式会社代表取締

役会長に就任（現任） 

9 

取締役 
情報システム部

長 
髙木 満洲 昭和22年７月13日生 

昭和49年４月 永大産業株式会社へ入社 

昭和57年８月 株式会社ビジネスブレイン太田

昭和へ入社 

昭和62年８月 当社へ入社 

平成元年６月 情報システム室長 

平成９年６月 当社取締役に就任（現任） 

平成９年６月 情報システム部長（現任） 

8 

取締役 経理部長 辻 正秀 昭和28年９月16日生 

昭和51年３月 当社へ入社 

平成15年６月 当社執行役員経理部長 

平成17年６月 当社取締役に就任（現任） 

平成17年６月 当社経理部長（現任） 

5 
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 （注） 監査役林 哲彦および山崎 邦子は、会社法第２条16号に規定する社外監査役であります。 

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 
所有株式数 
（千株） 

常勤監査役   望月 修 昭和18年７月22日生 

昭和42年４月 株式会社三和銀行（現、株式会

社三菱東京ＵＦＪ銀行）へ入行 

昭和61年11月 同行 宇部支店長 

平成９年６月 株式会社三和総合研究所（現、

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサル

ティング株式会社）へ入社 

平成12年７月 当社入社、経営企画室長 

平成13年６月 当社取締役に就任 

平成13年６月 総務部長兼社長室長 

平成16年６月 当社常勤監査役に就任（現任） 

13 

監査役   下村 正俊 昭和14年10月15日生 

昭和38年３月 当社へ入社 

昭和59年３月 総務部長 

昭和62年８月 当社取締役に就任 

平成５年７月 経理部長 

平成９年６月 当社常務取締役に就任 

平成15年６月 当社常勤監査役に就任 

平成16年６月 当社監査役に就任（現任） 

25 

監査役   林 哲彦 昭和18年１月19日生 

昭和42年４月 株式会社三和銀行（現、株式会

社三菱東京ＵＦＪ銀行）入行 

平成７年２月 同行より株式会社山元に出向 

平成12年２月 近畿建物管理株式会社入社 

平成15年１月 同社退職 

平成15年６月 当社監査役に就任（現任） 

3 

監査役   山崎 邦子 昭和23年６月５日生 

昭和62年５月 有限会社イワタニ（現、株式会

社イワタニ）監査役就任 

平成18年６月 同社監査役退任 

平成18年６月 当社監査役に就任（現任） 

30 

        計 175 
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６【コーポレート・ガバナンスの状況】 

  コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方 

 当社は、企業価値の継続的な向上を目指し、健全で透明性の高い経営が実現できるよう、経営体制や経営組織、

経営システムを整備し必要な施策を実施していくことが、コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方であ

ると認識しており、経営上の重要課題のひとつであると位置づけております。 

（１）会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況等 

① 会社の機関の内容 

 当社は、監査役制度を採用しており、また経営の迅速化、事業構造改革推進、監督機能の強化を図る体制と

して、執行役員制度を採用しております。取締役会は代表取締役会長、代表取締役社長を含む取締役4名体制

であり、取締役会が決定した経営方針、戦略に従って、執行役員等が一部権限委譲を受け、業務執行の迅速化

と責任の明確化を図っております。 

② 会社の機関・内部統制システムの関係 

 会社の機関と内部統制システムの関係の模式図は次のとおりであります。（提出日現在） 

 
（注）当社は、企業経営及び日常の業務に関して、必要に応じて、弁護士など複数の専門家から、経営判断上の参考とするためのアドバ

イスを受ける体制を取っております。 

③ 会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況 

当社は、平成18年5月12日の取締役会において以下の事項を決議いたしました。 

 当会社は、会社法及び会社法施行規則に基づき、以下のとおり、当会社の業務の適正化を確保するための

体制（以下「内部統制」という）を整備する。 

１． 取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

 コンプライアンス体制を確立しその徹底を図るため、総務部内にコンプライアンス担当者を置き、コンプ

ライアンスプログラムに基づき、法令・定款の遵守を最優先課題としてグループ全体に徹底を図り、随時モ

ニタリングを行う。 

 また、内部監査部門による監査、内部通報制度により不祥事の早期発見及び予防に努める。 

 

会計監査

業務監査

監督 

株 主 総 会 

取締役会 
取締役（４名） 

監査役会

監査役（４名） 
（うち社外監査役２名） 

代表取締役社長 

業務担当取締役 部門管理 
執行役員    部門管理 

会計監査人 

内部監査室 
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２． 株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして法務省令で定める体制 

(1) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

 取締役の職務執行に係る情報は、文書管理規程に基づき、適切に保存及び管理する。 

 (2) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

 事業活動全般にわたり生じ得る様々なリスクのうち、経営戦略上のリスクについては、事前に関連事業に

おいてリスクの分析やその対応策の検討を行い、必要に応じて幹部会議、取締役会において審議を行う。 

 またリスク管理基本方針に基づき、部門毎にリスクの所在・種類等を的確に把握し、リスク管理の徹底を

図る。 

(3) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

  経営の迅速化、事業構造改革推進、監督機能の強化を図るため、業務執行権限の一部を執行役員等に委譲

する。 

  また、緊急かつ全社的に重要な影響を及ぼす事項については、多面的かつ慎重な検討を加えるため、取締

役・監査役・執行役員等使用人による幹部会議を必要に応じて開催し、取締役会に諮問又は報告する。 

 (4) 当会社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制 

 当社グループの企業価値の向上を図るため、また社会的責任を全うするために、グループ経営理念に基づ

きグループ各社の管理規程の一元化と事業の総括的管理を行い、グループ間の指揮・命令、意志疎通の連携

を密にし、指導・助言・評価を行いながらグループ全体の業務の適正を図っていく。 

(5) 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する体制 

  当面、設置しない。 

(6) 前号(5)の使用人の取締役からの独立性に関する事項 

 設置する際、定めることとする。 

(7) 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制 

 取締役及び使用人は、グループ各社に著しい損害を及ぼす恐れや事実の発生、信用を著しく失墜させる事

態、内部管理の体制・手続等に関する重大な欠陥や問題、法令違反等の不正行為や重大な不当行為などにつ

いて、書面もしくは口頭にて監査役に報告することとする。 

  また、監査役は必要に応じ、いつでも取締役及び使用人に報告を求めることが出来ることとする。 

(8) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

  代表取締役と監査役との会合を随時開催し、会社が対処すべき課題、会社を取り巻くリスクのほか、監査

役監査の環境整備の状況、監査上の重要課題等について意見交換を図る。 

 ④ 内部監査及び監査役監査の状況 

・ 内部監査については、内部監査室が設置されており、人員は1名であります。 

・ 監査役監査については、常勤監査役が中心となり実施しております。（常勤1名、非常勤３名（うち、社外

監査役２名））取締役会その他重要な会議に出席し、法令・定款違反や株主利益を侵害する事実の有無、

内部統制システムの機能状況等について重点的に監査を実施しております。 

・ 内部監査室と監査役との情報交換は、相互の監査報告等により随時行っております。 
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⑤ 会計監査の状況 

・ 当社の会計監査業務を執行した公認会計士の氏名は、石川昌司（監査年数24年）と高木勇の2名であり、そ

れぞれ太陽ＡＳＧ監査法人の代表社員であります。また、当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計

士９名、会計士補４名、その他２名であります。 

・ 会計監査人と、監査役との情報交換は、会計監査人による監査報告会や会計監査人の監査役会への出席等

により随時行っております。 

 ⑥ 社外監査役との関係 

 当社との利害関係はありません。 

（２）リスク管理体制の整備の状況 

 当社は、事業活動全般にわたり生じ得る様々なリスクのうち、経営戦略上のリスクについては、事前に関連

事業においてリスクの分析やその対応策の検討を行い、必要に応じて幹部会議、取締役会において審議を行っ

ております。 

 また、部門毎にリスクの所在・種類等を的確に把握し、リスク管理の徹底を図っております。 

（３）役員報酬の内容  

役員報酬 

取締役に支払った報酬 64百万円 

監査役に支払った報酬 18百万円 

（４）監査報酬の内容 

 当社の太陽ＡＳＧ監査法人への公認会計士法（昭和23年法律第103号）第２条第１項に規定する業務に基づ

く報酬等の合計額は、16百万円であります。なお、当社と会計監査人との間の監査契約において、証券取引法

に基づく監査と会社計算規則に基づく監査の監査報酬等の額を区分しておらず、実質的にも区分できませんの

で、当該報酬等の額はこれらの合計金額であります。  
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第５【経理の状況】 

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について 

(1）当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 ただし、前連結会計年度（平成16年４月１日から平成17年３月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成16年１月30日内閣府令第５号）附則第２項のた

だし書きにより、改正前の連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

(2）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

 ただし、前事業年度（平成16年４月１日から平成17年３月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成16年１月30日内閣府令第５号）附則第２項のただし

書きにより、改正前の財務諸表等規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前連結会計年度（平成16年４月１日から平成17年３月31日ま

で）の連結財務諸表及び前事業年度（平成16年４月１日から平成17年３月31日まで）の財務諸表については、太陽監

査法人により監査を受け、当連結会計年度（平成17年４月１日から平成18年３月31日まで）の連結財務諸表及び当事

業年度（平成17年４月１日から平成18年３月31日まで）の財務諸表については太陽ＡＳＧ監査法人の監査を受けてお

ります。 

 なお、太陽監査法人は、平成18年１月１日付をもってＡＳＧ監査法人と合併し、名称を太陽ＡＳＧ監査法人に変更

しております。 
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１【連結財務諸表等】 

(1）【連結財務諸表】 

①【連結貸借対照表】 

   
前連結会計年度 

（平成17年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％） 

金額（百万円） 
構成比
（％） 

（資産の部）              

Ⅰ 流動資産              

１．現金及び預金     5,509     4,310  

２．受取手形及び売掛金     3,945     4,125  

３．有価証券     212     1,170  

４．たな卸資産     858     696  

５．繰延税金資産     67     57  

６．その他     267     265  

７．貸倒引当金     △5     △5  

流動資産合計     10,854 44.7   10,620 42.2 

Ⅱ 固定資産              

１．有形固定資産              

(1）建物   1,875     2,140    

減価償却累計額   △1,501 374   △1,520 619  

(2）車輌運搬具   3     3    

減価償却累計額   △2 0   △2 0  

(3）器具及び備品   168     187    

減価償却累計額   △145 22   △154 32  

(4）土地     2,476     2,955  

(5）建設仮勘定     －     26  

有形固定資産合計     2,873 11.8   3,633 14.5 

２．無形固定資産     10 0.0   10 0.0 

３．投資その他の資産              

(1）投資有価証券     5,147     5,507  

(2）長期貸付金     0     0  

(3）賃貸固定資産   3,814     3,595    

減価償却累計額   △1,222 2,592   △1,267 2,328  

(4）長期預金     2,600     2,900  

(5）繰延税金資産     4     0  

(6）その他     195     146  

(7）貸倒引当金     △20     △3  

投資その他の資産合計     10,519 43.4   10,880 43.3 

固定資産合計     13,403 55.3   14,524 57.8 

資産合計     24,258 100.0   25,145 100.0 
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前連結会計年度 

（平成17年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％） 

金額（百万円） 
構成比
（％） 

（負債の部）              

Ⅰ 流動負債              

１．支払手形及び買掛金     1,754     1,607  

２．未払法人税等     118     82  

３．未払消費税等     9     18  

４．賞与引当金     119     99  

５．その他     124     141  

流動負債合計     2,126 8.8   1,950 7.8 

Ⅱ 固定負債              

１．繰延税金負債     166     676  

２．退職給付引当金     172     71  

３．役員退職慰労引当金     151     123  

４．預り保証金     422     411  

固定負債合計     912 3.8   1,284 5.1 

負債合計     3,038 12.5   3,234 12.9 

（資本の部）              

Ⅰ 資本金 ※２   2,644 10.9   2,644 10.5 

Ⅱ 資本剰余金     2,560 10.6   2,560 10.2 

Ⅲ 利益剰余金     15,627 64.4   15,775 62.7 

Ⅳ その他有価証券評価差額
金 

    566 2.3   1,122 4.5 

Ⅴ 自己株式 ※３   △180 △0.7   △192 △0.8 

資本合計     21,219 87.5   21,910 87.1 

負債資本合計     24,258 100.0   25,145 100.0 
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②【連結損益計算書】 

   
前連結会計年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

Ⅰ 売上高     21,520 100.0   22,481 100.0 

Ⅱ 売上原価     18,262 84.9   19,088 84.9 

売上総利益     3,258 15.1   3,392 15.1 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１            

１．販売費   1,693     1,755    

２．一般管理費   1,282 2,976 13.8 1,217 2,972 13.2 

営業利益     282 1.3   419 1.9 

Ⅳ 営業外収益              

１．受取利息   115     158    

２．受取配当金   39     47    

３．仕入割引   440     458    

４．投資不動産賃貸料   279     269    

５．その他   93 968 4.5 92 1,026 4.6 

Ⅴ 営業外費用              

１．支払利息   0     0    

２．売上割引   86     82    

３．賃貸固定資産減価償却
費 

  49     46    

４．為替差損   72     38    

５．その他   12 222 1.0 27 194 0.9 

経常利益     1,028 4.8   1,251 5.6 

Ⅵ 特別利益              

１．償却債権取立益   37     0    

２．貸倒引当金戻入益   4     1    

３．その他特別利益   1 43 0.2 － 2 0.0 
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前連結会計年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％）

金額（百万円） 
百分比
（％） 

Ⅶ 特別損失              

１．固定資産除却損 ※２ 0     1    

２．投資有価証券評価損   21     0    

３．減損損失 ※３ －     218    

４．厚生年金基金脱退特別
掛金 

  －     46    

５．貸倒引当金繰入額   23 46 0.2 － 267 1.2 

税金等調整前当期純利
益 

    1,025 4.8   986 4.4 

法人税、住民税及び事
業税 

  376     280    

法人税等調整額   74 451 2.1 145 426 1.9 

当期純利益     574 2.7   560 2.5 

               

2006/06/22 15:18:04株式会社電響社/有価証券報告書/2006-03-31



③【連結剰余金計算書】 

   
前連結会計年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 金額（百万円） 

（資本剰余金の部）          

Ⅰ 資本剰余金期首残高     2,560   2,560 

Ⅱ 資本剰余金期末残高     2,560   2,560 

           

（利益剰余金の部）          

Ⅰ 利益剰余金期首残高     15,468   15,627 

Ⅱ 利益剰余金増加高          

１．当期純利益   574 574 560 560 

Ⅲ 利益剰余金減少高          

１．配当金   389   387  

２．役員賞与   25 414 25 412 

Ⅳ 利益剰余金期末残高     15,627   15,775 
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】 

   
前連結会計年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅰ．営業活動によるキャッシ
ュ・フロー 

     

税金等調整前当期純利益   1,025 986 

減価償却費   103 84 

減損損失   － 218 

貸倒引当金の増減額(減
少：△） 

  17 △17 

賞与引当金の増減額（減
少：△） 

  1 △19 

退職給付引当金の減少額   △14 △100 

役員退職慰労引当金の減
少額 

  △129 △27 

受取利息及び配当金   △155 △205 

支払利息   0 0 

投資有価証券評価損   21 0 

投資有価証券償還益   － △1 

投資有価証券売却益   △18 △34 

為替差損   15 38 

固定資産除却損   0 1 

売上債権の増減額（増
加：△） 

  46 △179 

たな卸資産の増減額（増
加：△） 

  △34 161 

その他流動資産の減少額   15 0 

その他固定資産の増減額
（増加：△） 

  103 △6 

仕入債務の減少額   △34 △146 

未払消費税等の増減額
(減少：△） 

  △13 9 

その他流動負債の増減額
（減少：△） 

  △17 16 

預り保証金の増減額(減
少：△） 

  0 △10 

役員賞与の支払額   △25 △25 

小計   909 744 

利息及び配当金の受取額   154 206 

利息の支払額   △0 △0 

法人税等の支払額   △401 △316 

営業活動によるキャッシ
ュ・フロー 

  661 633 
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前連結会計年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅱ．投資活動によるキャッシ
ュ・フロー 

     

積立預金の預入による支
出 

  △216 △216 

積立預金の払戻による収
入 

  216 216 

定期預金の預入による支
出 

  △1,000 △800 

譲渡性預金の払戻しによ
る収入 

  － 500 

有形固定資産の取得によ
る支出 

  △17 △800 

無形固定資産の取得によ
る支出 

  △0 △2 

投資有価証券の取得によ
る支出 

  △1,689 △737 

投資有価証券の償還によ
る収入 

  500 320 

投資有価証券の売却によ
る収入 

  74 68 

その他   － 0 

投資活動によるキャッシ
ュ・フロー 

  △2,132 △1,451 

Ⅲ．財務活動によるキャッシ
ュ・フロー 

     

配当金の支払額   △389 △387 

自己株式の取得による支
出 

  △60 △12 

財務活動によるキャッシ
ュ・フロー 

  △450 △399 

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る
換算差額 

  △15 19 

Ⅴ．現金及び現金同等物の減少
額 

  △1,936 △1,198 

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首
残高 

  7,355 5,419 

Ⅶ．現金及び現金同等物の期末
残高 

  5,419 4,220 
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項目 
前連結会計年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

１．連結の範囲に関する事項 (1）連結子会社の数  ２社 

 連結子会社名は、「第１企業の概況 

４．関係会社の状況」に記載している

ため省略しております。 

(1）連結子会社の数  ２社 

同左 

  (2）非連結子会社の数 

 該当事項はありません。 

(2）非連結子会社の数 

同左 

２．持分法の適用に関する事

項 

 該当事項はありません。 同左 

３．連結子会社の事業年度等

に関する事項 

 連結子会社の決算日は下記を除いて連

結決算日（毎３月末日）と同一でありま

す。 

決算日    法人名 

３月20日   ㈱響和 

 なお、連結財務諸表の作成にあたって

は、上記㈱響和の、３月20日の本決算に

基づく財務諸表を使用しております。た

だし、連結決算日との間に重要な取引が

生じた場合には、連結上必要な調整を行

っております。 

同左 

４．会計処理基準に関する事

項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

有価証券 

満期保有目的の債券 

 償却原価法（定額法） 

その他有価証券 

（時価のあるもの） 

連結決算日の市場価格等に基

づく時価法（評価差額は全部

資本直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算

定） 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

有価証券 

満期保有目的の債券 

同左 

その他有価証券 

（時価のあるもの） 

同左 

  （時価のないもの） 

 移動平均法による原価法 

（時価のないもの） 

同左 

  たな卸資産 

主として月別移動平均法による低

価法 

たな卸資産 

同左 
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項目 
前連結会計年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

  (2）重要な減価償却資産の減価償却の方

法 

有形固定資産 

 定率法を採用しております。（た

だし、平成10年４月１日以降に取得

した建物（建物附属設備を除く。）

については定額法によっておりま

す。） 

 なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。 

建物  31～38年 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方

法 

有形固定資産 

同左 

  無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウェアに

ついては、社内における利用可能期

間（５年）に基づいております。 

無形固定資産 

同左 

  賃貸固定資産 

 定率法を採用しております。（た

だし、平成10年４月１日以降に取得

した建物（建物附属設備を除く。）

については定額法によっておりま

す。） 

 なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。 

建物  31～47年 

賃貸固定資産 

同左 

  (3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

 売上債権、貸付金等の貸倒損失に

備えるため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能

性を検討し、回収不能見込額を計上

しております。 

(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

同左 

  ② 賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支

出に充てるため、将来の支給見込額

のうち当連結会計年度の負担額を計

上しております。 

② 賞与引当金 

同左 

  ③ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、

当連結会計年度末における退職給付

債務及び年金資産の残高に基づき計

上しております。 

③ 退職給付引当金 

同左 
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項目 
前連結会計年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

  ④ 役員退職慰労引当金 

 当社の役員の退職慰労金の支出に

備えて、内規に基づく期末要支給額

を計上しております。 

④ 役員退職慰労引当金 

 同左 

  (4）重要な外貨建の資産又は負債の本邦

通貨への換算基準 

 外貨建金銭債権債務は、連結決算日

の直物為替相場により円貨に換算し、

換算差額は損益として処理しておりま

す。 

(4）重要な外貨建の資産又は負債の本邦

通貨への換算基準 

同左 

  (5）重要なリース取引の処理方法 

 リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引については通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっております。 

(5）重要なリース取引の処理方法 

同左 

  (6）重要なヘッジ会計の方法 

イ．ヘッジ会計の方法 

 通貨スワップについては、振当処

理の要件を満たしているので振当処

理を、金利スワップについては特例

処理の要件を満たしているので特例

処理を採用しております。 

(6）重要なヘッジ会計の方法 

イ．ヘッジ会計の方法 

同左 

  ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 

ａ．ヘッジ手段…通貨スワップ、金

利スワップ 

ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 

ａ．ヘッジ手段…同左 

  ｂ．ヘッジ対象…外貨建満期保有目

的の債券 

ｂ．ヘッジ対象…同左 

  ハ．ヘッジ方針 

 為替変動リスク及び金利リスクの

回避のため対象債券のヘッジを行っ

ております。 

ハ．ヘッジ方針 

同左 

  ニ．ヘッジ有効性評価の方法 

 スワップ取引は振当処理または特

例処理の要件を満たしているので有

効性の評価を省略しております。 

ニ．ヘッジ有効性評価の方法 

同左 
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

項目 
前連結会計年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

  (7）その他連結財務諸表作成のための重

要な事項 

① 消費税等の会計処理方法 

 税抜方式を採用しております。 

(7）その他連結財務諸表作成のための重

要な事項 

① 消費税等の会計処理方法 

同左 

５．連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項 

 該当事項はありません。 同左 

６．連結調整勘定の償却に関

する事項 

 該当事項はありません。 同左 

７．利益処分項目等の取扱い

に関する事項 

 連結剰余金計算書は、連結会社の利益

処分について連結会計年度中に確定した

利益処分に基づいて作成しております。 

同左 

８．連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及

び容易に換金可能であり、かつ、価値の

変動について僅少なリスクしか負わない

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来

する短期投資からなっております。 

同左 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

――――――――――― 

  

  

（固定資産の減損に係る会計基準） 

当連結会計年度より、固定資産の減損に係る会計基準

（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見

書」（企業会計審議会 平成14年8月9日））及び「固定資

産の減損に係る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第6号 平成15年10月31日）を適用しております。これ

により税金等調整前当期純利益は218百万円減少しており

ます。  

なお、減損損失累計額については、改正後の連結財務諸表

規則に基づき各資産の金額から直接控除しております。  
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注記事項 

（連結貸借対照表関係） 

（連結損益計算書関係） 

前連結会計年度 
（平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成18年３月31日） 

 １．受取手形から控除されている裏書譲渡手形は58

百万円です。 

 １．受取手形から控除されている裏書譲渡手形は79

百万円です。 

※２．当社の発行済株式総数は、普通株式13,330,042

株であります。 

※２．当社の発行済株式総数は、普通株式13,330,042

株であります。 

※３．当社が保有する自己株式の数は、普通株式

409,805株であります。 

※３．当社が保有する自己株式の数は、普通株式

420,022株であります。 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

※１．販売費のうち主要な費目及び金額は次のとおり

であります。 

※１．販売費のうち主要な費目及び金額は次のとおりで

あります。 

販売促進費    384百万円

配送費 676 

給料手当 489 

販売促進費       340百万円

配送費 748 

給料手当 517 

 一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のと

おりであります。 

 一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとお

りであります。 

給料手当    392百万円

賞与引当金繰入額 119 

役員退職慰労引当金繰入額 22 

福利厚生費 133 

消耗品費 45 

減価償却費 53 

給料手当       400百万円

賞与引当金繰入額 99 

役員退職慰労引当金繰入額 21 

退職給付費用 △45 

福利厚生費 145 

消耗品費 41 

減価償却費 38 

※２．固定資産除却損の内容は次のとおりでありま

す。 

※２．固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 

建物  0百万円

器具備品  0百万円

賃貸固定資産   0百万円

計   0百万円

建物   1百万円

器具備品   0百万円

賃貸固定資産    0百万円

計    1百万円

※３．       ────── ※３．減損損失 

 当連結会計年度において、当社グループは以下の資

産グループについて、減損損失を計上いたしました。 

  
当社グループは、営業資産については営業拠点別

に、賃貸固定資産については賃貸物件別にグルーピン

グを行っております。 

時価が著しく下落していた賃貸物件に係る土地１件

について、帳簿価額を正味売却価額まで減額し、当該

減少額を減損損失(218百万円）として特別損失に計上

いたしました。  

なお、正味売却価額は、固定資産税評価額を合理的

に調整した価額により評価しております。  

  

場所 用途 種類 その他 

 大阪市 賃貸  土地  駐車場 
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目と金額との関係 

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目と金額との関係 

（平成17年３月31日現在） （平成18年３月31日現在）

  （百万円）

現金及び預金勘定 5,509 

積立預金 △90 

現金及び現金同等物 5,419 

  （百万円）

現金及び預金勘定 4,310 

積立預金 △90 

現金及び現金同等物 4,220 
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（リース取引関係） 

  

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

 リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び期末残高相当額 

 リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額 

 
取得価額相
当額 
（百万円）

減価償却累
計額相当額 
（百万円） 

期末残高相
当額 
（百万円）

車両運搬具 3 0 2 

合計 3 0 2 

 
取得価額相
当額 
（百万円） 

減価償却累
計額相当額 
（百万円） 

期末残高相
当額 
（百万円）

車両運搬具 3 0 2 

合計 3 0 2 

(2）未経過リース料期末残高相当額 

  

(2）未経過リース料期末残高相当額等 

未経過リース料期末残高相当額 

１年内 0百万円 

１年超 2百万円 

合計 2百万円 

１年内 0百万円 

１年超 1百万円 

合計 2百万円 

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当

額 

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価

償却費相当額、支払利息相当額及び減損損失 

支払リース料 0百万円 

減価償却費相当額 0百万円 

支払利息相当額 －百万円 

支払リース料 0百万円 

減価償却費相当額 0百万円 

支払利息相当額 0百万円 

(4）減価償却費相当額の算定方法 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法によっております。 

(4）減価償却費相当額の算定方法 

 同左 

(5）利息相当額の算定方法 

 リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差

額を利息相当額とし、各期への配分方法については、

利息法によっております。 

(5）利息相当額の算定方法 

 同左 

  

  

（減損損失）  

 リース資産に配分された減損損失はありません。 
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（有価証券関係） 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

２．その他有価証券で時価のあるもの 

３．前連結会計年度及び当連結会計年度中に売却したその他有価証券 

  種類 

前連結会計年度（平成17年３月31日） 当連結会計年度（平成18年３月31日） 

連結貸借対照
表計上額 
（百万円） 

時価(百万円) 差額(百万円) 
連結貸借対照
表計上額 
（百万円） 

時価(百万円) 差額(百万円) 

時価が連結貸借対

照表計上額を超え

るもの 

国債・地方債等 － － － 1,170 1,181 11 

社債 － － － 255 267 12 

その他 － － － － － － 

小計 － － － 1,425 1,449 24 

時価が連結貸借対

照表計上額を超え

ないもの 

国債・地方債等 1,170 1,114 △55 － － － 

社債 255 253 △1 － － － 

その他 － － － － － － 

小計 1,425 1,367 △57 － － － 

合計 1,425 1,367 △57 1,425 1,449 24 

  種類 

前連結会計年度（平成17年３月31日） 当連結会計年度（平成18年３月31日） 

取得原価 
（百万円） 

連結貸借対照
表計上額 
（百万円） 

差額(百万円) 
取得原価 

（百万円） 

連結貸借対照
表計上額 
（百万円） 

差額(百万円) 

連結貸借対照表計

上額が取得原価を

超えるもの 

株式 1,129 2,236 1,106 1,542 3,477 1,935 

債券 6 8 1 － － － 

国債・地方債等 － － － － － － 

社債 6 8 1 － － － 

その他 － － － － － － 

その他 335 358 23 217 296 79 

小計 1,471 2,602 1,131 1,759 3,774 2,015 

連結貸借対照表計

上額が取得原価を

超えないもの 

株式 (注1）202 170 △32 （注2)288 259 △29 

債券 954 810 △143 954 866 △87 

国債・地方債等 － － － － － － 

社債 954 810 △143 954 866 △87 

その他 － － － － － － 

その他 300 298 △1 310 300 △9 

小計 1,457 1,279 △177 1,553 1,426 △127 

合計 2,928 3,882 954 3,312 5,200 1,887 

前連結会計年度 
（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自平成17年４月１日 至平成18年３月31日） 

売却額(百万円) 
売却益の合計 
（百万円） 

売却損の合計 
（百万円） 

売却額(百万円) 
売却益の合計 
（百万円） 

売却損の合計 
（百万円） 

63 18 － 80 34 － 
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４．時価評価されていない主な有価証券の内容 

５．その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額 

 （注）１．前連結会計年度において減損処理を行い、投資有価証券評価損21百万円を計上しております。 

２．当連結会計年度において減損処理を行い、投資有価証券評価損０百万円を計上しております。 

なお、当該株式の減損処理にあたっては、時価が「著しく下落した」と判断するための合理的な社内基準に

基づいて行っております。 

有価証券の減損に関する評価の社内基準は以下のとおりであります。 

Ⅰ．市場価格または合理的に算定された価額のある有価証券の減損処理 

(1）売買目的有価証券以外の有価証券（子会社株式及び関連会社株式を含む）のうち、市場価格または合理

的に算定された価額（すなわち時価）のあるものについて、個々の銘柄の時価が取得原価に比べて50％以

上下落したときは、回復する見込みがあると認められる場合を除き当該時価をもって貸借対照表価額と

し、評価差額を当期の損失として処理する。 

 なお、その他有価証券については、減損処理の基礎となった時価により帳簿価額を付け替えて取得原価

を修正し、以後当該修正後の取得原価と毎期末の時価とを比較して評価額を算定する。 

(2）取得原価に比べて時価が30％以上50％未満下落している有価証券の評価減については、時価がおおむね

１年以内に取得原価にほぼ近い水準にまで回復する見込みが有るかどうかの判定によることとし、判定の

基準は次のとおりとする。 

① 市場価格のある株式……個別銘柄で時価が２年間にわたり取得原価に比べて30％以上50％未満下落し

た状態にある場合や、発行会社が債務超過の状態にある場合、または２期連

続で損失を計上しており、翌期もそのように予想される場合には、回復する

見込みがあるとは認められない。 

② 市場価格のある債券……格付の著しい低下があった場合など信用リスクの増大に起因して、時価が２

年間にわたり取得原価に比べて30％以上50％未満下落した状態にある場合

は、回復する見込みがあるとは認められない。 

 この基準により回復する見込みがあるとは認められないと判定した場合は、期末に当該銘柄の時価に減額

し、差額は当期の損失として処理する。 

Ⅱ．市場価格のない有価証券の減損処理 

 市場価格のない株式は、取得原価をもって貸借対照表価額とする。当該株式の発行会社の財政状態の悪化

により、実質価額が著しく低下したときは減損処理を行い、評価差額は当期の損失として処理する。 

 財政状態の悪化とは、１株当たりの純資産が、当該株式を取得したときのそれと比較して、50％以上下回

っている場合をいう。 

 また、時価のない債券の貸借対照表価額は、債権の貸借対照表価額に準ずるとされているため、当該債券

については償却原価法を適用した上で、債権の貸倒見積高の算定方法に準じて信用リスクに応じた償還不能

見積高を算定し、会計処理を行う。 

 
前連結会計年度（平成17年３月31日） 当連結会計年度（平成18年３月31日） 

連結貸借対照表計上額（百万円） 連結貸借対照表計上額（百万円） 

その他有価証券 51 51 

非上場株式 51 51 

 

前連結会計年度（平成17年３月31日） 当連結会計年度（平成18年３月31日） 

１年以内 
（百万円） 

１年超５年
以内 
（百万円） 

５年超10年
以内 
（百万円） 

10年超 
（百万円） 

１年以内 
（百万円） 

１年超５年
以内 
（百万円） 

５年超10年
以内 
（百万円） 

10年超 
（百万円） 

債券 8 2,236 － － 1,170 1,223 － － 

国債・地方債等 － 1,170 － － 1,170 － － － 

社債 8 1,066 － － － 1,121 － － 

その他 － － － － － 101 － － 

その他 212 － 298 － － 290 － － 

合計 220 2,236 298 － 1,170 1,513 － － 
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（デリバティブ取引関係） 

１．取引の状況に関する事項 

２．取引の時価に関する事項 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

① 取引の内容 

 利用しているデリバティブ取引は、通貨関連では為

替予約取引等、金利関連では金利スワップ取引であり

ます。 

① 取引の内容 

同左 

② 取引に対する取組方針 

 デリバティブ取引は、将来の為替・金利変動による

リスク回避を目的としており、投機的な取引は行わな

い方針であります。 

② 取引に対する取組方針 

同左 

③ 取引の利用目的 

 デリバティブ取引は、通貨関連では外貨建満期保有

目的の債券の為替変動を回避し安定的な利益の確保を

図る目的で、また、金利関連では将来の金利市場にお

ける変動リスクを回避する目的で利用しております。 

 また、デリバティブ取引を利用してヘッジ会計を行

っております。  

③ 取引の利用目的 

同左 

イ．ヘッジ会計の方法 

 通貨スワップについては、振当処理の要件を満た

しているので振当処理を、金利スワップについては

特例処理の要件を満たしているので特例処理を採用

しております。 

 

 ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 

ａ．ヘッジ手段…通貨スワップ、金利スワップ 

ｂ．ヘッジ対象…外貨建満期保有目的の債券  

 

ハ．ヘッジ方針 

 為替変動リスク及び金利リスクの回避のため対象

債券のヘッジを行っております。 

 

ニ．ヘッジ有効性評価の方法 

 スワップ取引は振当処理または特例処理の要件を

満たしているので有効性の評価を省略しておりま

す。 

 

④ 取引に係るリスクの内容 

 全てヘッジ会計を適用しているため、取引に係るリ

スクはないと認識しております。 

④ 取引に係るリスクの内容 

同左 

⑤ 取引に係るリスク管理体制 

 デリバティブ取引の執行、管理については経理部で

行っており、必ず決裁者の承認を得て行っておりま

す。 

⑤ 取引に係るリスク管理体制 

同左 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

 全てヘッジ会計を適用しているため、デリバティブ取

引の契約額等、時価及び評価損益の状況の記載は省略し

ております。 

同左 
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（退職給付関係） 

１．採用している退職給付制度の概要 

 当社グループは、確定給付型の制度として、退職一時金制度及び適格退職年金制度を併用しております。 

 勤続年数10年以上の従業員に対する退職金制度を昭和46年６月１日より100％適格退職年金制度に移行しま

した。なお、勤続年数10年未満の従業員に対しては退職一時金制度を採用しております。 

 当社グループは、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。 

２．退職給付債務に関する事項 

 （注） 掛金の拠出割合により算出しております。 

３．退職給付費用に関する事項 

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

  （前連結会計年度）
（平成17年３月31日現在） 

（当連結会計年度）
（平成18年３月31日現在） 

  

① 退職給付債務 

② 年金資産 

③ 未積立退職給付債務＝①＋② 

④ 会計基準変更時差異の未処理額 

⑤ 退職給付引当金 

 

※ 総合設立型厚生年金基金の年金

資産の額 

百万円

△638 

466 

△172 

－ 

△172 

 

   788百万円

百万円

△643 

571 

△71 

－ 

△71 

 

－      

① 勤務費用 

② 過去勤務債務の費用処理額 

③ 会計基準変更時差異の費用処理

額 

計 

  

  

  

※ 総合設立型厚生年金基金への拠

出額 

  47百万円

－ 

－ 

47 

 

 

 

 

  25百万円

（追加情報） 

当社は、年金資産運用

リスクの回避と新たに

退職給付制度を構築す

るため、この度、西日

本電機販売厚生年金基

金を脱退することと

し、平成17年４月27日

付で近畿厚生局長より

脱退の認可を受けまし

た。 

この脱退に伴い、特別

掛金46百万円が発生し

ますが、平成18年３月

期において特別損失と

して計上する予定であ

ります。 

    △45百万円

－ 

－ 

△45 

年金資産の運用改善に

より勤務費用がマイナ

スとなっております。

―――  

――― 

① 会計基準変更時差異の処理年数 

② 過去勤務債務の額の処理年数 

１年 

１年 

 １年 

 １年 
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（税効果会計関係） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳 

  
前連結会計年度

（平成17年３月31日現在） 
当連結会計年度

（平成18年３月31日現在） 

繰延税金資産（流動） 

賞与引当金繰入超過 

未払事業税 

棚卸資産評価損 

その他 

小計 

繰延税金負債（流動） 

その他有価証券評価差額金 

小計 

繰延税金資産（流動）の純額 

  

繰延税金資産（固定） 

貸倒引当金繰入超過 

退職給付引当金 

役員退職慰労引当金 

投資有価証券評価損 

減損損失 

その他 

小計 

繰延税金負債（固定） 

その他有価証券評価差額金 

圧縮積立金 

小計 

繰延税金負債（固定）の純額 

百万円

48 

11 

2 

9 

72 

 

△4 

△4 

67 

 

 

4 

69 

61 

185 

－ 

0 

321 

 

△382 

△100 

△483 

△161 

百万円

40 

8 

－ 

8 

57 

 

－ 

－ 

57 

 

 

0 

29 

50 

15 

88 

0 

184 

 

△765 

△95 

△860 

△676 

 
前連結会計年度

（平成17年３月31日現在） 
当連結会計年度

（平成18年３月31日現在） 

法定実効税率 

（調整） 

交際費等永久に損金に算入されない

項目 

受取配当金等永久に益金に算入され

ない項目 

住民税均等割等 

その他 

税効果会計適用後の法人税等の負担率 

 40.6％ 

 

0.6 

△0.7 

2.3 

1.2 

44.0 

  40.6％ 

 

0.6 

△0.9 

2.6 

0.3 

43.2 
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（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

前連結会計年度（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日） 

 （注）１．事業の区分方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

 ３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用 

該当事項はありません。 

 ４．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は8,175百万円でありその主なものは、当社での

余資運用資産（長期預金、投資有価証券等）及び賃貸固定資産であります。 

当連結会計年度（自平成17年４月１日 至平成18年３月31日） 

 全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額に占める電気商品卸販売事業の

割合が、いずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

【所在地別セグメント情報】 

前連結会計年度（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日） 

 本邦以外に連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

当連結会計年度（自平成17年４月１日 至平成18年３月31日） 

 本邦以外に連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 
電気商品卸販
売事業 
（百万円） 

電気関連シス
テム化事業 
（百万円） 

不動産管理事
業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益             

売上高             

(1）外部顧客に対する

売上高 
20,912 597 10 21,520 － 21,520 

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

129 2 12 144 (144) － 

計 21,042 600 22 21,665 (144) 21,520 

営業費用 20,803 578 15 21,396 (158) 21,238 

営業利益  239 21 7 268 13 282 

Ⅱ 資産、減価償却費及

び資本的支出 
            

資産 15,737 393 93 16,224 8,033 24,258 

減価償却費 53 － － 53 49 103 

資本的支出 5 － － 5 12 18 

事業区分 主要製品又は事業内容 

電気商品卸販売事業 
家庭用調理機器、浄水器、シェーバー、ヘアードライヤー、マッサージ機、オ

イルヒーター、電子カーペット、ガスコンロ、照明器具等、住居生活関連商品 

電気関連システム化事業 ビル防犯機器、インターホン設備機器等の販売及び設計施工  

不動産管理事業 営業設備及び賃貸設備の土地、建物の管理、損害保険代理業等 
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【海外売上高】 

前連結会計年度（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

当連結会計年度（自平成17年４月１日 至平成18年３月31日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

【関連当事者との取引】 

前連結会計年度（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日） 

 該当事項はありません。 

当連結会計年度（自平成17年４月１日 至平成18年３月31日） 

 該当事項はありません。 

（１株当たり情報） 

 （注） １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

１株当たり純資産額         1,640.40円

１株当たり当期純利益金額      42.44円

１株当たり純資産額           1,695.26円

１株当たり当期純利益金額           41.44円

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

 
前連結会計年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

当期純利益（百万円） 574 560 

普通株主に帰属しない金額（百万円） 25 25 

（うち利益処分による役員賞与金） (25) (25) 

普通株式に係る当期純利益（百万円） 549 535 

期中平均株式数（千株） 12,941 12,916 
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（重要な後発事象） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

――――――――――― （大和無線電器株式会社の全株式の取得と子会社化につ

いて） 

 当社は、平成18年２月20日開催の取締役会において、

大和無線電器株式会社の全株式を取得し子会社化とする

「株式譲渡契約」を平成18年３月３日に終結することに

ついて決議し、平成18年４月１日に全株式を取得いたし

ました。 

 なお、本株式の取得により、平成18年４月１日開始事

業年度から大和無線電器株式会社は、当社の連結対象子

会社となります。 

 「株式の取得の状況」 

 （１）取得日    平成18年４月１日 

 （２）取得株式数  174,320株（所有割合 100％） 

 （３）取得価額   11億４百万円 
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⑤【連結附属明細表】 

【社債明細表】 

 該当事項はありません。 

【借入金等明細表】 

 該当事項はありません。 

(2）【その他】 

 該当事項はありません。 
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２【財務諸表等】 

(1）【財務諸表】 

①【貸借対照表】 

   
前事業年度 

（平成17年３月31日） 
当事業年度 

（平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％） 

金額（百万円） 
構成比
（％） 

（資産の部）              

Ⅰ 流動資産              

１．現金及び預金     5,370     4,183  

２．受取手形 ※３   785     962  

３．売掛金 ※３   2,921     2,823  

４．有価証券     212     1,170  

５．商品     820     680  

６．繰延税金資産     63     54  

７．預け金     137     140  

８．短期貸付金 ※３   50     41  

９．前払費用     9     15  

10．その他     119     107  

11．貸倒引当金     △1     △0  

流動資産合計     10,488 43.9   10,178 41.1 

Ⅱ 固定資産              

１．有形固定資産              

(1）建物   1,877     2,141    

減価償却累計額   △1,502 374   △1,520 621  

(2）車輌運搬具   3     3    

減価償却累計額   △2 0   △2 0  

(3）器具及び備品   168     187    

減価償却累計額   △145 22   △155 32  

(4）土地     2,476     2,955  

(5）建設仮勘定     ―     26  

有形固定資産合計     2,874 12.0   3,635 14.7 

２．無形固定資産              

(1）ソフトウェア     1     3  

(2）その他     8     7  

無形固定資産合計     10 0.0   10 0.0 
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前事業年度 

（平成17年３月31日） 
当事業年度 

（平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％） 

金額（百万円） 
構成比
（％） 

３．投資その他の資産              

(1）投資有価証券     5,136     5,505  

(2）関係会社株式     34     34  

(3）出資金     6     6  

(4）従業員長期貸付金     0     0  

(5）長期滞留債権     0     0  

(6）賃貸固定資産   3,815     3,595    

減価償却累計額   △1,222 2,592   △1,267 2,328  

(7）保険積立金     33     32  

(8）長期預金     2,600     2,900  

(9）長期前払費用     97     42  

(10）その他     37     62  

(11）貸倒引当金     △0     －  

投資その他の資産合計     10,538 44.1   10,912 44.1 

固定資産合計     13,423 56.1   14,557 58.9 

資産合計     23,912 100.0   24,736 100.0 
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前事業年度 

（平成17年３月31日） 
当事業年度 

（平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比
（％） 

（負債の部）              

Ⅰ 流動負債              

１．買掛金     1,663     1,438  

２．未払金     66     90  

３．未払費用     12     10  

４．未払事業所税     6     7  

５．未払法人税等     113     81  

６．未払消費税等     6     16  

７．預り金     13     14  

８．前受収益     23     23  

９．賞与引当金     112     93  

10．その他     1     1  

流動負債合計     2,020 8.4   1,777 7.2 

Ⅱ 固定負債              

１．繰延税金負債     166     677  

２．退職給付引当金     172     71  

３．役員退職慰労引当金     151     123  

４．預り保証金     421     411  

固定負債合計     911 3.8   1,284 5.2 

負債合計     2,931 12.3   3,061 12.4 
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前事業年度 

（平成17年３月31日） 
当事業年度 

（平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％） 

金額（百万円） 
構成比
（％） 

（資本の部）              

Ⅰ 資本金 ※１   2,644 11.1   2,644 10.7 

Ⅱ 資本剰余金              

１．資本準備金   2,560     2,560    

資本剰余金合計     2,560 10.7   2,560 10.4 

Ⅲ 利益剰余金              

１．利益準備金   360     360    

２．任意積立金              

(1）圧縮積立金   156     147    

(2）別途積立金   14,150     14,450    

３．当期未処分利益   723     580    

利益剰余金合計     15,390 64.4   15,539 62.8 

Ⅳ その他有価証券評価差額
金 

※５   565 2.4   1,122 4.5 

Ⅴ 自己株式 ※２   △180 △0.8   △192 △0.8 

資本合計     20,981 87.7   21,674 87.6 

負債資本合計     23,912 100.0   24,736 100.0 
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②【損益計算書】 

   
前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

Ⅰ 売上高     21,042 100.0   21,960 100.0 

Ⅱ 売上原価              

１．商品期首たな卸高   783     820    

２．当期商品仕入高   17,939     18,513    

合計   18,723     19,333    

３．商品期末たな卸高   820 17,903 85.1 680 18,653 84.9 

売上総利益     3,139 14.9   3,307 15.1 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１   2,900 13.8   2,912 13.3 

営業利益     239 1.1   394 1.8 

Ⅳ 営業外収益              

１．受取利息   116     44    

２．有価証券利息   －     114    

３．受取配当金   44     55    

４．仕入割引   438     456    

５．投資不動産賃貸料   292     282    

６．その他   90 982 4.7 90 1,044 4.8 

Ⅴ 営業外費用              

１．支払利息   0     0    

２．売上割引   86     82    

３．賃貸固定資産減価償却
費 

  49     46    

４．為替差損   72     38    

５．その他   12 222 1.1 27 194 0.9 

経常利益     999 4.7   1,244 5.7 

Ⅵ 特別利益              

１．償却債権取立益   37     0    

２．貸倒引当金戻入益   4     0     

３．その他   1 43 0.2 － 1 0.0 
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前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

Ⅶ 特別損失              

１．固定資産除却損 ※２ 0     1    

２．投資有価証券評価損   20     －    

３．減損損失 ※３ －     218    

４．厚生年金基金脱退特別
掛金 

  － 20 0.1 46 266 1.2 

税引前当期純利益     1,021 4.9   979 4.5 

法人税、住民税及び事
業税 

  369     275    

法人税等調整額   79 449 2.1 141 417 1.9 

当期純利益     572 2.7   561 2.6 

前期繰越利益     279     277  

中間配当額     129     258  

当期未処分利益     723     580  
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③【利益処分計算書】 

   
前事業年度 

株主総会承認年月日 
（平成17年６月29日） 

当事業年度 
株主総会承認年月日 
（平成18年６月29日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅰ 当期未処分利益     723   580 

Ⅱ 任意積立金取崩額          

圧縮積立金取崩額   8 8 7 7 

合計     731   588 

Ⅲ 利益処分額          

１．配当金   129   258  

２．役員賞与金   25   25  

３．任意積立金          

別途積立金   300 454 － 283 

Ⅳ 次期繰越利益     277   305 
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重要な会計方針 

 
前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

１．有価証券の評価基準及び

評価方法 

有価証券 

子会社株式 

移動平均法による原価法 

有価証券 

子会社株式 

同左 

  満期保有目的の債券 

 償却原価法（定額法） 

満期保有目的の債券 

同左 

  その他有価証券 

（時価のあるもの） 

期末決算日の市場価格等に基づく

時価法（評価差額は全部資本直入

法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定） 

その他有価証券 

（時価のあるもの） 

同左 

  （時価のないもの） 

移動平均法による原価法 

（時価のないもの） 

同左 

２．たな卸資産の評価基準及

び評価方法 

 月別移動平均法による低価法を採用し

ております。 

同左 

３．固定資産の減価償却の方

法 

有形固定資産 

 定率法（ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（建物附属設備を除

く。）については定額法）を採用してお

ります。 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりで

あります。 

建物  31～38年 

有形固定資産 

同左 

  無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウェアについ

ては、社内における利用可能期間（５

年）に基づいております。 

無形固定資産 

同左 

  賃貸固定資産 

 定率法（ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（建物附属設備を除

く。）については定額法）を採用してお

ります。 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりで

あります。 

建物  31～47年 

賃貸固定資産 

同左 

４．外貨建の資産及び負債の

本邦通貨への換算基準 

 外貨建金銭債権債務は、期末決算日の

直物為替相場により円貨に換算し、換算

差額は損益として処理しております。 

同左 
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前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

５．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金 

 売上債権、貸付金等の貸倒損失に備

えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検討

し、回収不能見込額を計上しておりま

す。 

(1）貸倒引当金 

同左 

  (2）賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出

に充てるため、将来の支給見込額のう

ち当期の負担額を計上しております。 

(2）賞与引当金 

同左 

  (3）退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当

期末における退職給付債務及び年金資

産の残高に基づき、計上しておりま

す。 

(3）退職給付引当金 

同左 

  (4）役員退職慰労引当金 

 役員の退職慰労金の支出に備えて、

内規に基づく期末要支給額を計上して

おります。 

(4）役員退職慰労引当金 

同左 

６．リース取引の処理方法  リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナンス・

リース取引については通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた会計処理によってお

ります。 

同左 

７．ヘッジ会計の方法 イ．ヘッジ会計の方法 

 通貨スワップについては、振当処理

の要件を満たしているので振当処理

を、金利スワップについては特例処理

の要件を満たしているので特例処理を

採用しております。 

イ．ヘッジ会計の方法 

同左 

  ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 

ａ．ヘッジ手段…通貨スワップ、金利

スワップ 

ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 

ａ．ヘッジ手段…同左 

  ｂ．ヘッジ対象…外貨建満期保有目的

の債券 

ｂ．ヘッジ対象…同左 

  ハ．ヘッジ方針 

 為替変動リスク及び金利リスクの回

避のため対象債券のヘッジを行ってお

ります。 

ハ．ヘッジ方針 

同左 

  ニ．ヘッジ有効性評価の方法 

 スワップ取引は振当処理または特例

処理の要件を満たしているので有効性

の評価を省略しております。 

ニ．ヘッジ有効性評価の方法 

同左 

８．その他財務諸表作成のた

めの重要な事項 

(1）消費税等の会計処理 

 税抜方式を採用しております。 

(1）消費税等の会計処理 

同左 
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財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

表示方法の変更 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

――――――――――― 

  

  

（固定資産の減損に係る会計基準） 

当事業年度より、固定資産の減損に係る会計基準（「固定

資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見書」（企業

会計審議会 平成14年8月9日））及び「固定資産の減損に

係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第6

号 平成15年10月31日）を適用しております。これにより

税引前当期純利益は218百万円減少しております。  

なお、減損損失累計額については、改正後の財務諸表等規

則に基づき各資産の金額から直接控除しております。  

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

――――――――――― 

  

  

（損益計算書） 

 前期まで営業外収益の「受取利息」に含めて表示してお

りました「有価証券利息」は、営業外収益の総額の100分

の10を超えたため区分掲記しました。 

 なお、前期における「有価証券利息」の金額は84百万円

であります。 
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注記事項 

（貸借対照表関係） 

前事業年度 
（平成17年３月31日） 

当事業年度 
（平成18年３月31日） 

※１．会社が発行する株式の総数 普通株式 

    23,667,000株

発行済株式総数 普通株式 

     13,330,042株

※１．会社が発行する株式の総数 普通株式 

     23,667,000株

発行済株式総数 普通株式 

      13,330,042株

※２．自己株式 

 当社が保有する自己株式の数は、普通株式

409,805株であります。 

※２．自己株式 

 当社が保有する自己株式の数は、普通株式

420,022株であります。 

※３．関係会社に対する債権は次のとおりです。 ※３．関係会社に対する債権は次のとおりです。 

受取手形    23百万円

売掛金 55 

短期貸付金 50 

受取手形      73百万円

売掛金 15 

短期貸付金 41 

 ４．受取手形から控除されている裏書譲渡手形は58

百万円です。 

 ４．受取手形から控除されている裏書譲渡手形は79

百万円です。 

※５．配当制限 

 商法施行規則第124条第３号に規定する資産に時

価を付したことにより増加した純資産額は565百万

円であります。 

※５．配当制限 

 商法施行規則第124条第３号に規定する資産に時

価を付したことにより増加した純資産額は1,122百

万円であります。 
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（損益計算書関係） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

※１．販売費及び一般管理費のうち、販売費に属する

費用のおおよその割合は、56.5％であり、一般管

理費に属する費用のおおよその割合は、43.5％で

あります。主要な費目及び金額は次の通りであり

ます。 

※１．販売費及び一般管理費のうち、販売費に属する費

用のおおよその割合は、58.5％であり、一般管理費

に属する費用のおおよその割合は、41.5％でありま

す。主要な費目及び金額は次の通りであります。 

販売促進費    384百万円

配送費 674 

給料手当 833 

賞与引当金繰入額 112 

役員退職慰労引当金繰入額 22 

退職給付費用 47 

福利厚生費 126 

消耗品費 43 

諸手数料 64 

減価償却費 53 

販売促進費       340百万円

配送費 747 

給料手当 870 

賞与引当金繰入額 93 

役員退職慰労引当金繰入額 21 

退職給付費用 △45 

福利厚生費 138 

消耗品費 39 

諸手数料 70 

減価償却費 38 

※２．固定資産除却損の内容は次のとおりでありま

す。 

※２．固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 

建物  0百万円

器具備品  0百万円

賃貸固定資産   0百万円

計   0百万円

建物   1百万円

器具備品   0百万円

賃貸固定資産    0百万円

計    1百万円

※３．       ────── ※３．減損損失 

  当事業年度において、当社は以下の資産グループ

について、減損損失を計上いたしました。 

  
当社は、営業資産については営業拠点別に、賃貸

固定資産については賃貸物件別にグルーピングを行

っております。 

時価が著しく下落していた賃貸物件に係る土地１

件について、帳簿価額を正味売却価額まで減額し、

当該減少額を減損損失(218百万円）として特別損失

に計上いたしました。  

なお、正味売却価額は、固定資産税評価額を合理

的に調整した価額により評価しております。 

  

場所 用途 種類 その他 

 大阪市 賃貸  土地  駐車場 
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（リース取引関係） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

 リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び期末残高相当額 

 リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額 

 
取得価額相
当額 
（百万円）

減価償却累
計額相当額 
（百万円） 

期末残高相
当額 
（百万円）

車両運搬具 3 0 2 

合計 3 0 2 

 
取得価額相
当額 
（百万円） 

減価償却累
計額相当額 
（百万円） 

期末残高相
当額 
（百万円）

車両運搬具 3 0 2 

合計 3 0 2 

(2）未経過リース料期末残高相当額 

  

(2）未経過リース料期末残高相当額等 

未経過リース料期末残高相当額 

１年内 0百万円 

１年超 2百万円 

合計 2百万円 

１年内 0百万円 

１年超 1百万円 

合計 2百万円 

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当

額 

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価

償却費相当額、支払利息相当額及び減損損失 

支払リース料 0百万円 

減価償却費相当額 0百万円 

支払利息相当額 －百万円 

支払リース料 0百万円 

減価償却費相当額 0百万円 

支払利息相当額 0百万円 

(4）減価償却費相当額の算定方法 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法によっております。 

(4）減価償却費相当額の算定方法 

同左 

(5）利息相当額の算定方法 

 リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差

額を利息相当額とし、各期への配分方法については、

利息法によっております。 

(5）利息相当額の算定方法 

同左 

  （減損損失について） 

 リース資産に配分された減損損失はありません。 
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（有価証券関係） 

 前事業年度（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日）及び当事業年度（自平成17年４月１日 至平成18年３

月31日）における子会社株式で時価のあるものはありません。 

（税効果会計関係） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳 

  前事業年度
（平成17年３月31日現在） 

当事業年度
（平成18年３月31日現在） 

繰延税金資産（流動） 

賞与引当金繰入超過 

未払事業税 

棚卸資産評価損 

その他 

小計 

繰延税金負債（流動） 

その他有価証券評価差額金 

小計 

繰延税金資産（流動）の純額 

  

繰延税金資産（固定） 

退職給付引当金 

役員退職慰労引当金 

投資有価証券評価損 

減損損失 

その他 

小計 

繰延税金負債（固定） 

その他有価証券評価差額金 

圧縮積立金 

小計 

繰延税金負債（固定）の純額 

百万円

45 

10 

2 

9 

68 

 

△4 

△4 

63 

 

  

69 

61 

185 

－ 

0 

317 

 

△382 

△100 

△483 

△166 

百万円

37 

8 

－ 

7 

54 

  

－ 

－ 

54 

  

  

29 

50 

15 

88 

0 

183 

 

△765 

△95 

△860 

△677 

  
前事業年度

（平成17年３月31日現在） 
当事業年度

（平成18年３月31日現在） 

法定実効税率 

（調整） 

交際費等永久に損金に算入されない

項目 

受取配当金等永久に益金に算入され

ない項目 

住民税均等割等 

その他 

税効果会計適用後の法人税等の負担率 

 40.6％ 

 

0.6 

△0.7 

2.3 

1.1 

43.9 

    40.6％ 

 

0.6 

△0.9 

2.6 

△0.3 

42.6 
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（１株当たり情報） 

 （注） １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（重要な後発事象） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

１株当たり純資産額         1,621.95円

１株当たり当期純利益金額      42.32円

１株当たり純資産額           1,676.96円

１株当たり当期純利益金額           41.55円

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

 
前事業年度 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

当期純利益（百万円） 572 561 

普通株主に帰属しない金額（百万円） 25 25 

（うち利益処分による役員賞与金） (25) (25) 

普通株式に係る当期純利益（百万円） 547 536 

期中平均株式数（千株） 12,941 12,916 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

――――――――――― （大和無線電器株式会社の全株式の取得と子会社化につ

いて） 

 当社は、平成18年２月20日開催の取締役会において、

大和無線電器株式会社の全株式を取得し子会社化とする

「株式譲渡契約」を平成18年３月３日に終結することに

ついて決議し、平成18年４月１日に全株式を取得いたし

ました。 

 なお、本株式の取得により、平成18年４月１日開始事

業年度から大和無線電器株式会社は、当社の連結対象子

会社となります。 

 「株式の取得の状況」 

 （１）取得日    平成18年４月１日 

 （２）取得株式数  174,320株（所有割合 100％） 

 （３）取得価額   11億４百万円 
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④【附属明細表】 

【有価証券明細表】 

【株式】 

銘柄 株式数（株） 
貸借対照表計上額 

（百万円） 

投資有価証

券 

その他有

価証券 

オーナンバ㈱ 368,020 432 

ＴＤＫ㈱ 40,345 357 

㈱三菱ＵＦＪフィナンシャルグループ 157 282 

日本瓦斯㈱ 231,000 241 

㈱エディオン 82,941 233 

アイホン㈱ 110,880 221 

上新電機㈱ 220,000 204 

㈱パトライト 152,904 203 

㈱ほくほくフィナンシャルグループ 335,421 173 

パイオニア㈱ 81,133 154 

象印マホービン㈱ 132,000 152 

東京電力㈱ 46,050 135 

岩谷産業㈱ 313,000 128 

日本セラミック㈱ 43,424 67 

㈱リヒトラブ 215,000 65 

㈱大正銀行 150,000 48 

新光証券㈱ 72,283 47 

野村ホールディングス㈱ 17,000 44 

リンナイ㈱ 11,000 38 

㈱ベスト電器 67,004 35 

㈱アサヒペン  140,000 33 

日本ピラー工業㈱ 30,000 29 

㈱ケーヨー  41,114 28 

㈱栗本鉄工所  66,000 27 

その他59銘柄 395,193 398 

小計 3,361,869 3,787 

計 3,361,869 3,787 
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【債券】 

【その他】 

銘柄 券面総額（百万円） 
貸借対照表計上額 

（百万円） 

有価証券 

満期保有

目的の債

券 

米国財務省証券 1,170 1,170 

 小計 1,170 1,170 

投資有価証

券 

満期保有

目的の債

券 

ユーロ米ドル建期限付劣後債券 

サンワファイナンスアルーバ Ａ．

Ｆ．Ｃ 

255 255 

小計 255 255 

その他有

価証券 

米ドル建て固定利付債券 

フォード・モーター・クレジット・

カンパニー 

476 428 

米ドル建て固定利付債券 

ゼネラル・モータース・アクセプタ

ンス・コーポレーション  

477 437 

小計 954 866 

計 2,379 2,291 

種類及び銘柄 投資口数等（百万口） 
貸借対照表計上額 

（百万円） 

投資有価証

券 

その他有

価証券 

（証券投資信託の受益証券）    

ダイワ日本株オープン 100 164 

償還時元本・利回り確保型ファンド 300 290 

リスク軽減型 定期分配インデックス

参照ファンド 
98 101 

その他（３銘柄） 44 41 

計 543 596 
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【有形固定資産等明細表】 

（注）１．「当期減少額」欄の（ ）内は内書きで、減損損失の計上額であります。 

２．有形固定資産 建物の当期増加額274百万円の内272百万円、土地の当期増加額479百万円及び建設仮勘定の当

期増減額は、関東物流センターの建設に係るものであります。 

資産の種類 
前期末残高 
（百万円） 

当期増加額 
（百万円） 

当期減少額 
（百万円） 

当期末残高 
（百万円） 

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額 
（百万円） 

当期償却額 
（百万円） 

差引当期末残
高（百万円） 

有形固定資産              

建物 1,877 274 10 2,141 1,520 26 621 

車輌運搬具 3 － － 3 2 0 0 

器具及び備品 168 19 1 187 155 10 32 

土地 2,476 479 － 2,955 － － 2,955 

建設仮勘定 － 104 78 26 － － 26 

有形固定資産計 4,525 877 89 5,314 1,678 36 3,635 

無形固定資産              

ソフトウェア 9 2 0 12 9 1 3 

その他 8 － 1 7 － － 7 

無形固定資産計 18 2 2 19 9 1 10 

長期前払費用 97 3 57 42 0 0 42 

賃貸固定資産              

建物 1,915 1 1 1,914 1,259 46 655 

器具及び備品 8 － － 8 7 0 0 

土地 1,891 － 
218 

(218)
1,672 － － 1,672 

賃貸固定資産計 3,815 1 
220 

（218)
3,595 1,267 46 2,328 

繰延資産              

－ － － － － － － － 

繰延資産計 － － － － － － － 
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【資本金等明細表】 

 （注）１．当期末における自己株式数は、420,022株であります。 

２．当期減少額は、前期の利益処分によるものであります。 

３．当期増加額は、前期の利益処分によるものであります。 

【引当金明細表】 

 （注） 貸倒引当金の当期減少額の「その他」は、一般債権の貸倒実績率による洗替額であります。 

区分 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

資本金（百万円） 2,644 － － 2,644 

資本金のうち

既発行株式 

普通株式（注）１ （株） (13,330,042) － － (13,330,042)

普通株式 （百万円） 2,644 － － 2,644 

計 （株） (13,330,042) － － (13,330,042)

計 （百万円） 2,644 － － 2,644 

資本準備金及

びその他資本

剰余金 

（資本準備金）          

株式払込剰余金 （百万円） 2,560 － － 2,560 

計 （百万円） 2,560 － － 2,560 

利益準備金及

び任意積立金 

（利益準備金） （百万円） 360 － － 360 

（任意積立金）          

圧縮積立金（注）２ （百万円） 156 － 8 147 

別途積立金（注）３ （百万円） 14,150 300 － 14,450 

計 （百万円） 14,666 300 8 14,597 

区分 
前期末残高 
（百万円） 

当期増加額 
（百万円） 

当期減少額 
（目的使用） 
（百万円） 

当期減少額 
（その他） 
（百万円） 

当期末残高 
（百万円） 

貸倒引当金 1 － － 0 0 

賞与引当金 112 93 112 － 93 

役員退職慰労引当金 151 21 48 － 123 
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(2）【主な資産及び負債の内容】 

① 流動資産 

イ．現金及び預金 

ロ．受取手形 

(イ）相手先別内訳 

(ロ）期日別内訳 

区分 金額（百万円） 

現金 3 

預金  

当座預金 2,605 

普通預金 1,182 

定期預金 300 

積立預金 90 

別段預金 2 

小計 4,179 

合計 4,183 

相手先 金額（百万円） 

㈱Ｍｒ．ＭＡＸ 267 

上新電機㈱ 132 

㈱島忠 61 

ユニー㈱ 57 

ホームセンターグッディ 49 

その他 393 

合計 962 

期日別 金額（百万円） 

平成18年４月 623 

５月 200 

６月 116 

７月 17 

８月以降 4 

合計 962 

2006/06/22 15:18:04株式会社電響社/有価証券報告書/2006-03-31



ハ．売掛金 

(イ）相手先別内訳 

(ロ）売掛金の発生及び回収並びに滞留状況 

 （注） 当期発生高には消費税等が含まれております。 

ニ．商品 

② 固定資産 

長期預金 

相手先 金額（百万円） 

日本生活協同組合連合会 359 

㈱カーマ 153 

㈱コジマ 132 

ホーマック㈱ 141 

トステムビバ㈱ 115 

その他 1,920 

合計 2,823 

期首残高 

（百万円） 

当期発生高 

（百万円） 

当期回収高 

（百万円） 

期末残高 

（百万円） 
回収率（％） 滞留期間（日） 

(A) (B) (C) (D) 
(C) 

───── 
(A) ＋ (B) 

 × 100 

(A) ＋ (D) 
───── 

２ 
────── 

(B) 
───── 

365 

2,921 23,058 23,156 2,823 89.13 45.47 

商品群 金額（百万円） 

電気機器 180 

音響通信機器 46 

季節商品 175 

健康美容器具 230 

その他 48 

合計 680 

区分 金額（百万円） 

定期預金（１年超） 2,900 

合計 2,900 
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③ 流動負債 

買掛金 

(3）【その他】 

 該当事項はありません。 

相手先 金額（百万円） 

㈱テスコム 199 

ジレットジャパンインク 172 

大東電機工業㈱ 131 

ツインバード工業㈱ 86 

㈱グループセブジャパン 77 

その他 771 

合計 1,438 
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第６【提出会社の株式事務の概要】 

 （注） 平成18年６月29日開催の定時株主総会において定款の一部を変更し、「当会社の公告方法は、電子公告とす

る。ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、日本

経済新聞に掲載しておこなう。」旨定款に定めております。 

決算期 ３月３１日 

定時株主総会 ６月中 

基準日 ３月３１日 

株券の種類 10,000株券 1,000株券 

中間配当基準日 ９月３０日 

１単元の株式数 1,000株 

株式の名義書換え  

取扱場所 
大阪市中央区伏見町３丁目６番３号 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社大阪証券代行部 

株主名簿管理人 
東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

取次所 
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 全国本支店 

並びに野村證券株式会社 全国本支店 

名義書換手数料 無料 

新券交付手数料 無料 

単元未満株式の買取り  

取扱場所 
大阪市中央区伏見町３丁目６番３号 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社大阪証券代行部 

株主名簿管理人 
東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

取次所 
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 全国本支店 

並びに野村證券株式会社 全国本支店 

買取手数料 無料 

公告掲載方法 日本経済新聞 

株主に対する特典 なし 
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第７【提出会社の参考情報】 

１【提出会社の親会社等の情報】 

当社は、親会社等はありません。 

２【その他の参考情報】 

 当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。 

（1）有価証券報告書及びその添付書類 

 事業年度（第57期）（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日）平成17年６月30日近畿財務局長に提出。 

（2）半期報告書 

（第58期中）（自 平成17年４月１日 至 平成17年９月30日）平成17年12月15日近畿財務局長に提出。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 
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独立監査人の監査報告書 

       

    平成17年６月29日  

株式会社電響社      

  取締役会 御中  

  太陽監査法人 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 石川 昌司  印 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 高木  勇  印 

         

 当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会

社電響社の平成16年４月１日から平成17年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対照表、連

結損益計算書、連結剰余金計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査を行った。この連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎

として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし

ての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎

を得たと判断している。 

 当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社電響社及び連結子会社の平成17年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が連結財務諸表に添付する形で

別途保管しております。 
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独立監査人の監査報告書 

       

    平成18年６月29日  

株式会社電響社      

  取締役会 御中  

  太陽ＡＳＧ監査法人 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 石川 昌司  印 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 高木  勇  印 

         

 当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会

社電響社の平成17年４月１日から平成18年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対照表、連

結損益計算書、連結剰余金計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査を行った。この連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎

として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし

ての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎

を得たと判断している。 

 当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社電響社及び連結子会社の平成18年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 追記情報 

 １. 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に記載されているとおり、会社は当連結会計年度から固定

資産の減損に係る会計基準を適用しているため、当該会計基準により連結財務諸表を作成している。 

 ２. 重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成18年４月１日に大和無線電器株式会社の全株式を取得した。

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が連結財務諸表に添付する形で

別途保管しております。 
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独立監査人の監査報告書 

       

    平成17年６月29日  

株式会社電響社      

  取締役会 御中  

  太陽監査法人 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 石川 昌司  印 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 高木  勇  印 

         

 当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会

社電響社の平成16年４月１日から平成17年３月31日までの第57期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算

書、利益処分計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎とし

て行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての

財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと

判断している。 

 当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

電響社の平成17年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適

正に表示しているものと認める。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付する形で別途

保管しております。 
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独立監査人の監査報告書 

       

    平成18年６月29日  

株式会社電響社      

  取締役会 御中  

  太陽ＡＳＧ監査法人 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 石川 昌司  印 

 
代表社員 

業務執行社員 
  公認会計士 高木  勇  印 

         

 当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会

社電響社の平成17年４月１日から平成18年３月31日までの第58期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算

書、利益処分計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎とし

て行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての

財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと

判断している。 

 当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

電響社の平成18年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適

正に表示しているものと認める。 

 追記情報 

 １. 財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に記載されているとおり、会社は当事業年度から固定資産の減

損に係る会計基準を適用しているため、当該会計基準により財務諸表を作成している。 

 ２. 重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成18年４月１日に大和無線電器株式会社の全株式を取得した。

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付する形で別途

保管しております。 
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